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はじめに 

この度はＭＴＤ１０８ａ、ＭＴＤ１１２ｂ、ＭＴＤ１１５ｂサウンドシステムをお買い上げいただきまして、

まことに有り難うございます。 

このマニュアルには、様々なプロフェッショナル SRの現場においてＭＴＤシリーズを設置、オペレ

ートする際に必要となる事項が書かれています。 

また、システムデザインやサウンドデザイン、設置についての詳細、提案などについても触れてお

り、大抵の用途に関するインフォメーションは十分に盛り込まれているかと思いますが、万一ご不明

な点がございましたらディストリビューター、又は L-ACOUSTICS®の技術サポートまでお問い合わせ

ください。 

 

説明書の構成 

 

 序  文 ： 同軸技術とＭＴＤラインの概要 

 第一章 ： ＭＴＤ１０８ａ、ＭＴＤ１１２ｂ、ＭＴＤ１１５ｂとアクセサリー 

 第二章 ：  ＭＴＤのパワーアンプと配線 

 第三章 ： ＬＬＣアナログコントローラーを用いたプロセッシング 

 第四章 ：  ＭＴＤシステムの構築 

 第五章 ：  サウンドデザイン 

 第六章 ：  設置の手順 

 第七章 ：  システムオペレーションとメンテナンス 

 第八章 ： ＭＴＤ１０８ａ、ＭＴＤ１１２ｂ、ＭＴＤ１１５ｂの仕様 
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０．序章 

観客席をどれだけ効果的にカバーできるかということが、サウンドシステムをデザインする上での最終的な

ゴールとなります。パワーが十分に供給されるような小さめの会場で左右のステレオ構成が適しているならば、

ラウドスピーカーの設置は比較的シンプルな上、結果が大抵予測可能なことからシステムをデザインすること

は容易いでしょう。しかし、広大な聴衆エリアをカバーするとなると状況は複雑になります。ここでのアプローチ

が２つあります。 

1） 個々のソースによってカバーされたエリアの数値をオーディエンスで割って出た数
に、サウンドソースの数を掛ける。この場合、Ｈａａｓ効果（先行音効果）を利用

し、個々のサウンドソースを引き離すことによって耳に聞こえる干渉を軽減するこ

とが目的となる（ディレーラインも適切な定位を得るために有効）。これが分配型

ＳＲ、又は複数の音源を用いたアプローチで、Ｌ-ＡＣＯＵＳＴＩＣＳのＭＴＤライ

ンはこのサウンドデザイン方法には非常に適している。 

2） サウンドソースを数多くカップリングしてアレーを形成すると、各アレーが１つの
サウンドソースに等しくなる。 

２番目のアプローチに適用される、個別にアレーしたサウンドソースを適切にカップリングするための条件

がクリスチャン・ヘイル博士とマーセル・アーバン教授によって「Sound Fields Radiated By Multiple Sound 

Source Arrays（複数のサウンドソースアレーから放射された、サウンドフィールド）」に定義されました（1992 年

にウィーンで行われた第 92 回 AES コンベンションでの新聞前刷り 3269 に掲載）。追加条項は 2001 年にニュ

ーヨークで開催された第 111 回 AES コンベンションの前刷り 5488 に「Wavefront Sculpture Technology （ウ

ェーブフロント・スカルプチャー・テクノロジー）」（略してＷＳＴ）というタイトルで掲載されました。この発見された

原理は、個々のサウンドソースを効果的にアレーするために必要な、音響的にカップリングさせるための条件

を定義しています。そして中規模から大規模なＳＲ用に開発された、Ｌ-ＡＣＯＵＳＴＩＣＳ ＡＲＣＳ®、ｄＶ-ＤＯＳＣ

™、Ｖ-ＤＯＳＣ®はこれらの条件を満たしています。しかし、小～中規模の用途にも万能に対応しうるレベルを同

時に持つとなると、ＷＳＴ基準を満たすことは大抵実現不可能です。言い換えれば、スピーカーがアレー可能

な構造の場合には、一台、もしくは非常に小さな構成ではそのスピーカーを使用できないつくりになってしまう、

ということになります。異なるスペックのラウドスピーカーの組み合わせは、サウンドソースを複数使うデザイン

に向いているのです。 

複数のサウンドソースを使用した分配型ＳＲに対するＬ－ＡＣＯＵＳＴＩＣＳのアプローチは、個々のスピーカ

ー・エンクロージャーが完全に整合した音源であるということから始まります。非常に多目的で小さなフォーマ

ットシステムのデザインに対応するようデザインされた同軸コンポーネントを使用することによって、この基準

は満たされます。同軸コンポーネントを使用した方法は、スタジオモニターの製造で有名なイギリスの某社に

よってここ数年間で普及してきています。私達の知る限りでは、同軸技術をプロＳＲの用途に初めて採用した

のがＬ－ＡＣＯＵＳＴＩＣＳであり、現在のＭＴＤラインは１９８９年に生み出された財産の延長上にあるものです。 

同軸・デュアル同心コンポーネントは、クロスオーバー周波数のあたりで２つのトランスデューサーの指向

性が合うので、ＬＦとＨＦセクション間の移行をスムーズに行ないます。なお、指向性は水平、垂直、対角線方

向に対称（線対称）です。これは事実、単独のサウンドソースを２つ組み合わせた場合（例：ウーハーとホーン

ローディッド・コンプレッション・ドライバー）に比べて、単一ソースの方が動作状況や得られるパフォーマンス

が整合性の点において非常に優れています。前者は２つのソースの中心が物理的に同じ位置にないことから、

仮に個々のソースが同じ指向性を持つようデザインされていたとしても（これは稀ですが）、ＭＴＤラインのよう

な一貫性は得られません。 

同軸、線対称の構成を採用することにより得られるその他の利点は、コンプレッションドライバーへの滑ら

かな音響インピーダンスのローディングと短時間の反響音が挙げられ、従来のホーンが生み出す、長く続く反

響音よりもはるかに条件に合っています。さらに、線対称のサウンドソースによって放射された波面は、典型

的なホールの音響環境(音場)に合うよう手助けする周波数と共にスムーズに増加する指向性を持っています。

通常、ホールの残響時間は１ｋHz 以上で徐々に減少し、会場のより遠い位置では低周波数エネルギーは残

響フィールドによってほぼ一定に保たれます。ラウドスピーカーの焦点は調節可能なことから、最大のＨＦエネ

ルギーを最も遠くのエリアへ向けることができます。よって、音が直接届く距離でＳＰＬ減少のバランスをとるこ

とになります。より近いリスナー位置では、高域における off-axis（軸からはずれた部分）の減衰が同じような

音のバランスを生み、距離に伴う減衰は少なくなります。 
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ＭＴＤ１０８ａ、ＭＴＤ１１２ｂ、ＭＴＤ１１５ｂスピーカー・エンクロージャーは分配型ＳＲの第一歩としての基本ツ

ールです。事実、それがＭＴＤの名前の由来（Mul-Ti-Distributed）となっています。 

1. ＭＴＤシステム 

ＭＴＤラインの構成内容： 
ＭＴＤ１０８ａ、ＭＴＤ１１２ｂ、ＭＴＤ１１５ｂラウドスピーカー・エンクロージャー、ＭＴＤ１０８ＬＬＣ、ＬＬＣ１１２ｂ－

ｓｔ、ＬＬＣ１１５ｂ－ｓｔ、ＬＬＣ１１５ｂ－２ｗアナログラインレベルコントローラー（いずれか）、ＭＴＤリギングアクセ

サリー、ＳＢ１１５、ＳＢ１１８、ＳＢ２１８サブウーファー 
アンプラックやスピーカーケーブルの指定はしていませんが、下記の最低条件を満たしているものを選んでく

ださい。 

1.1  ＭＴＤシステムコンポーネント 

ラウドスピーカー・エンクロージャー 

（１） ＭＴＤ１０８ａ 
２ウェイパッシブ同軸スピーカー、８″低域ユニット、１″高域コンプレッションドライバー、１００°線対称カバ

レッジ 

（２） ＭＴＤ１１２ｂ 
２ウェイパッシブ同軸スピーカー、１２″低域ユニット、１．４″高域コンプレッションドライバー、８５°線対称

カバレッジ 

（３） ＭＴＤ１１５ｂ 
アクティブ／パッシブ切り替え可能２ウェイ同軸システム、１５″低域ユニット、１．４″高域コンプレッションド

ライバー、８５°線対称カバレッジ 

サブウーファー・エンクロージャー 

（４） ＳＢ１１５ 
フロントローデッド、バスレフ、１５″サブウーファー（低域拡張）×１ 

（５） ＳＢ１１８ 
デュアル・バンドパスローデッド、ハイレベル用１８″サブウーファー×１、バンド幅を拡大したい時 

（６） ＳＢ２１８ 
フロントローデッド、バスレフ、ハイレベル用１８″サブウーファー×２、バンド幅を拡大したい時 

 

サブウーファーＳＢ１１５、ＳＢ１１８、ＳＢ２１８について更に詳しくお知りになりたい方は、ＳＢサブウ

ーファーユーザーマニュアルをご覧ください。 

  
ラインレベルコントローラー 

（７） ＭＴＤ１０８ＬＬＣａ 
ＭＴＤ１０８ａ用ステレオアナログラインレベルコントローラー 

（８） ＬＬＣ１１２ｂ－ｓｔ 
ＭＴＤ１１２ｂ用ステレオアナログラインレベルコントローラー 
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（９） ＬＬＣ１１５ｂ－ｓｔ 
ＭＴＤ１１５ｂ パッシブモード用ステレオアナログラインレベルコントローラー 

（１０） ＬＬＣ１１５ｂ－２ｗ  
ＭＴＤ１１５ｂ ２ウェイアクティブモード用モノアナログラインレベルコントローラー 

ＭＴＤリギングアクセサリー 

（１１）  ＥＴＲ８ 
ＭＴＤ１０８ａ（縦・横）用： 天井、壁、トラスにマウントするための調節可能なＵブラケット 

（１２） ＥＴＲ１ 
ＭＴＤ１１２ｂ（縦のみ）用： 天井、壁、トラスにマウントするための調節可能なＵブラケット 

（１３） ＥＴＲ２ 
ＭＴＤ１１５ｂ又はＳＢ１１５（縦のみ）用： 天井、壁、トラスにマウントするための調節可能なＵブラケット 

（１４） ＰＩＯＮ１ 
ＭＴＤ１１２ｂとＥＴＲ１、もしくはＭＴＤ１１５ｂとＥＴＲ２の接続時に使用する安全金具、シングルスタッド

Aeroquipフライトラック 

ラウドスピーカーケーブル 

（１５） Ｆ－ＣＡＢＬＥ （ＳＰ７、ＳＰ２５） 
ラウドスピーカーケーブル、４コンダクター、コンダクター断面積４mm２、長さ７ｍ（２０フィート）または２５ｍ

（８０フィート）、スピコンコネクター２ヶ装備 

（１６） F－ＬＩＮＫ ＣＡＢＬＥ （ＳＰ.７） 

ラウドスピーカーケーブル、４コンダクター、コンダクター断面積４mm２、長さ０．７ｍ（２フィート）、スピコンコ

ネクター２ヶ装備 （ＭＴＤエンクロージャーをパラレルにする時） 
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MTD108a 

 
 

 
 

ETR8 

 
MTD112b ETR1 
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MTD115b ETR2 (for MTD115b or SB115) 

 
 

 
PION1 

 
F-CABLE DO7 

 
F-LINK CABLE DO.7 

図 1:ＭＴＤシステムコンポーネント 
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MTD108 LLCa (rear) 
 

 
LLC112b-st (front) 

 
LLC112b-st (rear) 
 

 
LLC115b-st (front) 
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LLC115b-st (rear) 
 

 
LLC115b-2w (front) 

 
LLC115b-2w (rear) 

図 2:ＭＴＤ ＬＬＣコントローラー 
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1.2  概要 

Ｌ-ＡＣＯＵＳＴＩＣＳのＭＴＤ１０８ａ、ＭＴＤ１１２ｂ、ＭＴＤ１１５ｂをそれぞれに適したアナログコントローラーと共
に使うと、非常に用途が広まり、分配型ＳＲ用に設計された多目的に対応するシステムとなります。中規模の

ツアリング、代替や固定設備に適するＭＴＤラインの利点として、経済的、構成、簡単なセットアップがＬＬＣア

ナログラインレベルコントローラーによって得られます。 

ＭＴＤ１０８ａはパッシブの２ウェイスピーカーで、１″のネオジムコンプレッションドライバーが８″の低域ドラ

イバーに直接取り付けられた同軸構成になっています。ＭＴＤ１１２ｂはパッシブの２ウェイスピーカーで、１．

４″のイグジット・コンプレッションドライバーと１２″のユニットが同軸構成になっています。そしてＭＴＤ１１５ｂ

はアクティブ／パッシブの切り替えが可能で、１５″ユニットと１．４″イグジット・コンプレッションドライバーが

搭載されています。序章のページにもあるように、同軸構成の利点に①一点からの音の放射による優れたフ

ェーズレスポンス、②全周波数帯における波面の一貫性、③線対称の指向性が縦・横に同一のカバレッジを

実現、が挙げられます。同軸設計はまた、典型的なホーンとウーファーの構成で生じるポーラーロビング効果

が発生せず、低域・高域が層になって波長を分散する特性を持っています。結果、自然なスタジオモニター並

みの音質が得られ、近接した使用に理想的で半反響の場でも完璧にマッチングすることになります。  

ＭＴＤ１０８ａ、ＭＴＤ１１２ｂ、ＭＴＤ１１５ｂは分配型ＳＲに最適で、劇場、クラブ、多目的ホールなど中規模の

パワーを必要とする場所ではＦＯＨとして使用することも可能です。分配システムの例として、大規模な設備

のディレーリングや映画館などでのサラウンドチャンネル、競技場での音の補強、展示会場でのスピーチに対

応するディレーなどが挙げられます。エンクロージャーがコンパクトでＶ字型をしている上、線対称の志向性を

持つフルレンジのパッシブデザインであることから、ＭＴＤシリーズはライブステージにおいてコスト的にもパフ

ォーマンスの高いフロアモニターになります。ＳＢ１１５、ＳＢ１１８、ＳＢ２１８といったサブウーファーを加えると、

サイドフィルやドラムモニターとしても機能します。 

ＭＴＤ１０８ＬＬＣａ、ＬＬＣ１１２ｂ－ｓｔ、ＬＬＣ１１５ｂ－ｓｔ、ＬＬＣ１１５ｂ－２ｗは最適なシグナルプロセッシングと

保護を供給する、専用のアナログコントローラーです。アクティブのセンスリターン・モニタリングがＬＬＣコント

ローラーにより熱からの保護とコーン紙がずれるのを防ぎ、安全なシステムオペレーションを確かなものとしま

す。ＬＬＣコントローラーはまた、ＳＢ１１５、ＳＢ１１８、ＳＢ２１８といったサブウーファーと共に使用するための切

り替え可能なハイ・パスフィルタリング、及び、ＥＱでサブウーファーに送り込みます。フロントパネルのデザイ

ンはまた、ＬＬＣコントローラーをパッチパネルとして機能させ、アンプラックを構成するための合理的でコスト

パフォーマンスの高いソリューションとなります。 

ポールマウントソケットは標準装備されており、全ＭＴＤエンクロージャーはオムニマウント対応になってい

ます。オプションのリギングアクセサリー、Ｕブラケットで天井、壁、トラスにＭＴＤシリーズをマウントすることが

できます。ＭＴＤ１１２ｂとＭＴＤ１１５ｂの標準として、ＰＩＯＮ１（オプション／シングルスタッドのＡｅｒｏｑｕｉｐ フライ

トラック）を使って安全スチールを付けるためにシングルスタッドのアンカープレートが同梱されています。 

1.3  ＭＴＤ１０８Ａの仕様 

ＭＴＤ１０８ａはパッシブの２ウェイ同軸フルレンジスピーカーで、直接低周波数を放射する８インチのドライ

バーと、チタニウム・ダイアフラムとネオジム・マグネットを搭載した１インチのコンプレッションドライバーで構

成されています。フルレンジのシステムとして、周波数レスポンスが８５～２０ＫＨｚで±３ｄＢ以下の偏差、有効

なバンド幅は６５～２０ＫＨｚ（－１０ｄＢ）です。音質、そしてパフォーマンス対サイズの比はＭＴＤ１０８ａにとって

最も重要な設計基準でした。そして周波数レスポンスが非常にフラットで、忠実さに優れ、明瞭さを求められる

スピーチに最適なものとなったのです。 

ＭＴＤ１０８ａは劇場（映画館）、コンベンションセンター、レストラン、店舗、クラブ、Ａ/Ｖ（テレビ）等の分配型

ＳＲに適し、ディレーリング、フロントフィル、バルコニー下に最適です。ＭＴＤ１０８ａの非常にコンパクトなつくり

はこのような用途において、引き離して設置することを可能とします。また、コンサート、演劇、ダンス、テレビ

等では、コンパクトで効率の良いフロアモニターにもなります。優れた忠実性とダイナミックなレスポンスにより、

ＭＴＤ１０８ａは特に高い音質を求められるクラシカルミュージック、オペラなどの特別な場合のＳＲにも効果的

です。 

８″の低域コーンボディーはコンプレッションドライバーのパターンコントロールを行い、垂直、水平、対称的

（線対称）に１００°（±１５°）の円錐形の指向性を生みます。パッシブ・クロスオーバー・ネットワーク内で実

行されるように、低域と高域間のクロスオーバーポイントは２ＫＨｚです。長時間に渡るパワーハンドリングの
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容量は最低（公称）８Ωの抵抗で２５０Ｗｒｍｓ、スピーカーへはパラレルの４ピンコネクター、ノイトリック社製の

スピコンで接続します。 

フロアモニターとしては、垂直方向にショートスローでは２２．５°、もしくはロングスローでは４５°のリスニ

ング角度を備えています。寸法は高さ４２．１ｃｍ（１６．６″）、横幅２５．０ｃｍ（９．８″）、縦２４．２ｃｍ（９．

５″）、重さ１０．５ｋｇ（２３．１ｌｂｓ）となっています。キャビネットの構成は１５ｍｍと１８ｍｍのバルト海産カバの

合板でできており、ジョイント部はネジ留め、さねはぎ加工、シールされています。塗装はマロングレイ色で傷

に強く、スピーカーのフロント部は黒いパウダーでコーティングされた、厚さ１．５ｍｍのスチールグリルで覆わ

れています。このスチールグリルは厚さ５ｍｍの音を通す開放気泡状のものでカバーされています。 

オプションのオムニマウント・リギングアクセサリーと直径３６ｍｍ（１．４２″）のポールマウントソケットを一

緒に用いて、壁に３点でマウントするために欠かせないアタッチメントポイントがリアに４つあります。上にある

プレートと下にあるポールマウントソケットによって、オプションのアジャスタブルＵブラケットＥＴＲ８を用いてリ

ギングすることもできます。 

ＭＴＤ１０８ＬＬＣa は最高のＥＱとバンドリミッティングを持ち、サブウーファーを加えた際のシステム保護や

プロセッシングをも備えたステレオアナログコントローラーです。アクティブのセンスリターン・モニタリングが安

全なオペレーションを保証し、コントローラーは熱からの保護と、コーン紙がずれるのを防ぐ機能を兼ね備えて

います。 

 

 

  

図 3： ＭＴＤ１０８ａパッシブ２ウェイ同軸スピーカー（８″ＬＦ+１″ＨＦ） 

 

1.4  ＭＴＤ１１２Ｂの仕様 

パッシブ２ウェイ、同軸フルレンジスピーカーであるＭＴＤ１１２ｂは直接放射のバスレフ型、１２インチの低域

トランスデューサーを１つと、１．４″のイグジット、直径３″のボイスコイル、チタニウム合金のダイヤフラムで

あるコンプレッションドライバーを備えています。フルレンジシステムとして、周波数レスポンスは７０Ｈｚから１４

ＫＨｚ（±３ｄＢ偏差）で、バンド幅は５５Ｈｚから１６ＫＨｚ（－１０ｄＢ）となっています。 

低域コンポーネントのコーンボディーはコンプレッションドライバーのパターンコントロールを行い、線対称に

８５°（±２０°）の円錐形の指向性を生みます。ＭＴＤ１１２ｂのために使われる２番目と３番目のパッシブフィ

ルターは、低域と高域間の１．２ＫＨｚのクロスオーバーポイントを生みます。長時間のパワーハンドリングは

最低（公称）８Ωの抵抗で４５０Ｗｒｍｓです。スピーカーへの接続はパラレル４ピンのノイトリック社製スピコン

を使用します。 
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ＭＴＤ１１２ｂはＶ字型の外形で、フロントがカーブしています。リアを下向きにして使用した場合、フロントバ

ッフルが４５°を指し、フロアモニターとして機能します。 

寸法は、高さ５４ｃｍ（２１．３″）、フロント部横幅４１ｃｍ（１６．１″）、リア部横幅１６．５ｃｍ（６．５″）、縦３７．

５ｃｍ（１４．８″）で、重量は２６．５ｋｇ（５８．４ｌｂｓ）です。キャビネットは１８ｍｍ（０．７０″）と３０ｍｍ（１．１

８″）のバルト海産カバの合板で作られており、内部には鋼の枠組みがしてあります。ジョイント部はシール、

ネジ留め、さねはぎ加工されています。塗装はマロングレイ色で傷に強く、フロント部は黒いパウダーコーティ

ングが施されています。厚さ１．５ｍｍ（０．０６″）のスチールグリルは厚さ１０ｍｍ（０．４″）の音響透過性フ

ォームで覆われています。 

直径３６ｍｍ（１．４２″）のポールマウントソケットが底にマウントされており、リアにはオプションのオムニマ

ウント・ブラケットを取り付けるために、シングルスタッドのアンカープレートが組み込まれています。４ヶ所（上

下２ヶ所ずつ）にある凹型取り付け部により、エンクロージャーとＵ型ブラケットＥＴＲ１（オプション）をリギング

することができます。 

ＭＴＤ１１２ｂは、パワーアンプの出力をモニターし、熱から保護し、コーンがずれないようにするためのセン

スリターンプロセッシングを採用した、ステレオアナログコントローラーＬＬＣ１１２ｂ－ｓｔと一緒に使用します。Ｆ

ＯＨ用、フロアモニター用、２ウェイオペレーション用の３つのセッティングにより、アナログコントローラーはバ

ンドリミッティングと正しいコンポーネントＥＱを行います。ＬＬＣ１１２ｂ－ｓｔはまた、２つの入力チャンネルの信

号を一つにし、サブウーファー（ＳＢ１１５、ＳＢ１１８、ＳＢ２１８）と併せて使用するためのバンドリミッティングや

ＥＱが選択でき、ラインレベルの出力信号を供給します。 

  

 

図 4： ＭＴＤ１１２ｂパッシブ２ウェイ同軸スピーカー（１２″ＬＦ+１．４″ＨＦ） 

1.5  ＭＴＤ１１５Ｂの仕様 

ＭＴＤ１１５ｂはアクティブ／パッシブ切り替え可能な２ウェイ同軸フルレンジスピーカーで、直接放射のバス

レフ型１５″低域トランスデューサーと１．４″のドライバー、３″のボイスコイル、チタニウム合金のダイアフラ

ム・コンプレッションドライバーを備えています。フルレンジシステムとして、周波数特性は６５Ｈｚ～１４ＫＨｚ（±

３ｄＢ）で、有効なバンド幅は５０Ｈｚ～１６ＫＨｚ（－１０ｄＢ）です。 

低域ドライバーのコーンボディーはコンプレッションドライバーのパターンコントロールを生み、８５°（±２

０°）で線対称の円錐形に分散させます。ＭＴＤ１１５ｂの２番目と３番目のパッシブフィルターは、低域と高域

間に１．２ＫＨｚのクロスオーバーポイントを生じさせます。パッシブモードでは、長時間のパワーハンドリング

が８Ωの抵抗で２６５Ｗｒｍｓです。アクティブモードでは、低域と高域間のクロスオーバーポイントは Linkwitz-

Riley 特性で１オクターブにつき２４ｄＢの１．２ＫＨｚになります。長時間のパワーハンドリングは８Ωの抵抗で

低域では２６５Ｗｒｍｓ、高域では１５０Ｗｒｍｓです。接続はパラレル４ピンのノイトリック社製スピコンを使用し

ます。 

外形はＶ字型をしており、フロントはカーブしています。リア側を下にしたときには、フロントバッフルは４１°

を指し、フロアモニターとして使うことができます。 
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寸法は、高さ５８ｃｍ（２２．８″）、フロント幅４４ｃｍ（１７．３″）、リア幅１６．７ｃｍ（６．６″）、縦４７．５ｃｍ（１

８．７″）、重量３２．５ｋｇ（７１．６ｌｂｓ）です。キャビネットは１８ｍｍ（０．７０″）と３０ｍｍ（１．１８″）のバルト海

産カバの合板で作られており、内部にはスチール枠が通っています。ジョイント部はシール、ネジ留め、さね

はぎ加工されており、塗装はマロングレイで傷に強く、フロントは黒いパウダーコーティングが施されています。

厚さ１．５ｍｍ（０．０６″）のスチールグリルは厚さ１０ｍｍ（０．３９″）の音響透過性フォームで覆われていま

す。 

ＭＴＤ１１５ｂは直径３６ｍｍ（１．４２″）のポールマウントソケットが底にマウントされており、リアにはオムニ

マウント・ブラケット（オプション）を取り付けるためのシングルスタッドのアンカープレートが組み込まれていま

す。４ヶ所（上下２ヶ所ずつ）の凹型取り付け部はＵブラケットＥＴＲ２(オプション)とエンクロージャーをリギング

するために備えられています。 

パッシブモードでオペレートしているときは、ステレオアナログコントローラーＬＬＣ１１５ｂ－ｓｔを使い、アクテ

ィブモードのときにはモノラル２ウェイのアナログコントローラーＬＬＣ１１５ｂ－２ｗを使います。どちらのアナロ

グコントローラーもパワーアンプの出力をモニターし、熱からの保護とコーン紙のずれを防ぐためにセンスリタ

ーンプロセッシングが働きます。アナログコントローラーはまた、バンドリミッティングや正しいコンポーネントＥ

Ｑを備え、それぞれＦＯＨ、フロアモニター、サブウーファーを用いた２ウェイオペレーション用に３つのセッティ

ングがされています。ステレオコントローラーＬＬＣ１１５ｂ－ｓｔは、２つの入力信号を一つにまとめ、どちらのコ

ントローラーもサブウーファー（ＳＢ１１５、ＳＢ１１８、ＳＢ２１８）と併せて使うためにバンドリミッティングとＥＱを

選択してラインレベル出力信号を生み出します。 

 

 

図 5： ＭＴＤ１１５ｂアクティブ／パッシブ２ウェイ同軸スピーカー（１５″ＬＦ+１．４″ＨＦ） 

2.   ＭＴＤのパワリング 

ＭＴＤシリーズにパワリングするときには十分なパワーを備えたアンプを使ってください。クリッピングさせる

よりもヘッドルームを持たせた方がダメージを与えずに済むからです。プロ用ＳＲアンプに求められる、構造、

保護、クーリング、ダンピングファクターなどの標準値については触れませんが、ＭＴＤシリーズとＬＬＣコントロ

ーラーを用いる際には以下に述べる仕様を満たすアンプを使用してください。 

ゲイン 

全ＬＬＣコントローラーに搭載された保護回路は、３２ｄＢのゲインに適するよう調整されています。 
ＬＬＣコントローラーは３２ｄＢ以下のゲインでも安全にオペレートすることができますが、スピーカーから得ら

れる最大のＳＰＬ出力は最高値よりも少なくなるでしょう。加えて、ゲインが低いアンプの高い入力感度のせい

で（すなわちアンプをクリップさせるためには低めのインプットシグナルレベルが求められる）ＬＬＣコントローラ

ーのリミッティング回路が正常に動かなくなる可能性もあります。これは継続したクリッピング状態でアンプを

駆動することになり、スピーカーにダメージを与えかねません。 
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３２ｄＢ以上のゲインを持つアンプには、極端な場合、ＬＬＣコントローラーのセンスリターン回路の振幅が起

こり、ＭＴＤスピーカーやアンプへ大きなダメージを与えることになります。３２ｄＢを大きく越えるゲインを持つ

アンプの場合は、アンプの製造会社の技術サポートに３２ｄＢのゲインに合わせる方法をお尋ねください。 

 

リミッター 

ソフトクリッピングの特性を持ち、全出力にピークリミッターがかかるもの。アタックタイムは３ミリ秒以下。 

クーリング  

クーリングファンは温度センサーによりスピードコントロールされます。 

Ｌ－ＡＣＯＵＳＴＩＣＳは低域にはＲＭＳパワーハンドリング値の２倍に等しい出力を持ち、高域にはピークパ

ワーハンドリング値と等しいパワーを持つアンプの使用を指定します。これらの必要条件は大抵両セクション

に同じアンプを使うことができます。低域の効率性の差に比例して、高域のドライブレベルは減衰されるから

です。（すなわち、この減衰のせいでフルの継続パワーは高域に決して届きません。）同じアンプが高域に使

われたとき、向上した高周波数のトランシェント・レスポンスのために余分なパワーはヘッドルームに変換され

ます。 

セクション２．１～２．４は、一台、もしくは複数のＭＴＤシリーズのオペレーション用に推薦するパワーアンプ

の出力スペックに沿ったＲＭＳとピークパワーハンドリングの値です。 

標準として、Ｌ-ＡＣＯＵＳＴＩＣＳのＬＡアンプには３２ｄＢゲインで、ＬＡ１５ａ、ＬＡ１７ａ、ＬＡ２４ａ、ＬＡ４８ａの４機

種あります（仕様については表１１をご覧ください）。ＬＡアンプシリーズは違った負荷に合うパワーを供給する

ように構成することができます（図６はＬＡ２４ａとＬＡ４８ａのリアパネルにあるＭＬＳスイッチの場所を示してい

ます）。 

 

 

図 6： ＬＡ２４ａとＬＡ４８ａのリアパネルにあるＭＬＳスイッチ 

 

2.1  ＭＴＤ１０８Ａのパワリング 

ＭＴＤ１０８ａの継続（ＲＭＳ）とピークパワーハンドリングの値は次のとおりです。 

４５Ｖｒｍｓ 長時間（クレストファクター６ｄＢのピンクノイズ） 

２５０Ｗ（継続）、 ８Ωで１,０００Ｗ（ピーク） 
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ＭＴＤ１０８ａを一台、もしくは複数台でパワリングする際の推奨するパワーアンプのスペックは、表１をご覧くだ

さい。 

表 1： ＭＴＤ１０８ａの負荷とパワーレート 

MTD108a ENCLOSURE RATINGS
MTD108a １台 MTD108a　２台 MTD108a　３台 MTD108a　４台

負荷 RMS ピーク推奨値 負荷 RMS ピーク推奨値 負荷 RMS ピーク推奨値 負荷 RMS ピーク推奨値

8 250 1000 500 4 500 2000 1000 2.7 750 3000 1500 2 1000 4000 2000

 

これらの仕様に基づいた、推奨するＬ-ＡＣＯＵＳＴＩＣＳのＬＡアンプの仕様とＭＬＳスイッチのセッティングは下
の表２をご覧ください。太字はお勧めするパワーアンプを使用した際に得られる、良いパワーマッチを示して

います。 

表 2： ＭＴＤ１０８ａに推奨するパワーアンプとＭＬＳスイッチセッティング 

負荷 パワー LA15a LA 17a LA 24a LA 48a

（Ω） （Ｗ）

2 2000 使用不可 1200 1700 2000

(0 dB) (0 dB) (-4 dB)

2.7 1500 使用不可 1080 1465 1665

(0 dB) (-2 dB) (-4 dB)

4 1000 600 840 1300 1000

(0 dB) (0 dB) (-2 dB) (-4 dB)

8 500 370 430 700 520

(0 dB) (0 dB) (-2 dB) (-4 dB)

推奨する

パワーアンプ

アンプの出力パワー

（ＭＬＳ　セッティング）

 
 
 
 

下の表 3はＭＴＤ１０８ａをパワリングするために最適なＬＡパワーアンプのＭＬＳスイッチの値です。ＬＡ２４ａと

ＬＡ４８ａのリアパネルにあるＭＬＳスイッチの場所は図６をご覧ください。 

表 3： ＭＴＤ１０８ａをパワリングする際にお勧めするＭＬＳスイッチの値 

MTD108a MLS SWITCH SETTING

LA15a LA17a LA24a LA48a

0 dB 0 dB -2 dB -4 dB  
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2.2  ＭＴＤ１１２Ｂのパワリング 

ＭＴＤ１１２ｂの継続（ＲＭＳ）とピークパワーハンドリングの値は次のとおりです。 

４５Ｖｒｍｓ 長時間（クレストファクター６ｄＢのピンクノイズ） 

２５０Ｗ（継続）、 ８Ωで１,０００Ｗ（ピーク） 

ＭＴＤ１１２ｂを一台、もしくは複数台でパワリングする際の推奨するパワーアンプのスペックは、表４をご覧くだ

さい。 

表 4： ＭＴＤ１１２ｂの負荷とパワーレート 

MTD112b ENCLOSURE RATINGS
MTD112b　1台 MTD112b　２台 MTD112b　３台 MTD112b　４台

負荷 RMS ピーク推奨値 負荷 RMS ピーク推奨値 負荷 RMS ピーク推奨値 負荷 RMS ピーク推奨値

8 250 1000 500 4 500 2000 1000 2.7 750 3000 1500 2 1000 4000 2000

 
これらの仕様に基づいた、推奨するＬ-ＡＣＯＵＳＴＩＣＳのＬＡアンプの仕様とＭＬＳスイッチのセッティングは下
の表５をご覧ください。太字はお勧めするパワーアンプを使用した際に得られる、良いパワーマッチを示して

います。 

表 5： ＭＴＤ１１２ｂに推奨するパワーアンプとＭＬＳスイッチセッティング 

負荷 パワー LA15a LA 17a LA 24a LA 48a

（Ω） （Ｗ）

2 2000 使用不可 1200 1700 2000

(0 dB) (0 dB) (-4 dB)

2.7 1500 使用不可 1080 1465 1665

(0 dB) (-2 dB) (-4 dB)

4 1000 600 840 1300 1000

(0 dB) (0 dB) (-2 dB) (-4 dB)

8 500 370 430 700 520

(0 dB) (0 dB) (-2 dB) (-4 dB)

推奨する

パワーアンプ

アンプ出力パワー

（ＭＬＳ　セッティング）

 
 

表６はＭＴＤ１１２ｂをパワリングするために最適な、ＬＡパワーアンプのＭＬＳスイッチの値です。図６はＬＡ２４

ａとＬＡ４８ａのリアパネルにあるＭＬＳスイッチの場所を示しています。 

表 6： ＭＴＤ１１２ｂをパワリング時のＭＬＳスイッチセッティング（推奨値） 

MTD112b MLS SWITCH SETTING

LA15a LA17a LA24a LA48a

0 dB 0 dB -2 dB -4 dB  
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2.3  ＭＴＤ１１５Ｂ（パッシブモード）のパワリング 

ＭＴＤ１１５ｂ（パッシブモード）の継続（ＲＭＳ）とピークパワーハンドリングの値は次のとおりです。 

４６Ｖｒｍｓ 長時間（クレストファクター６ｄＢのピンクノイズ） 

２６５Ｗ（継続）、 ８Ωで１,０６０Ｗ（ピーク） 

ＭＴＤ１１５ｂ（パッシブモード）を一台、もしくは複数台でパワリングするために推奨する、パワーアンプの規格

は表７をご覧ください。 

表 7： ＭＴＤ１１５ｂの負荷とパワーレート 

MTD115b (PASSIVE MODE) ENCLOSURE RATINGS
MTD115b (パッシブ）　１台MTD115b  (パッシブ）　２台MTD115b  (パッシブ）　３台MTD115b  (パッシブ）　４台

負荷 RMS ピーク推奨値 負荷 RMS ピーク推奨値 負荷 RMS ピーク推奨値 負荷 RMS ピーク推奨値

8 265 1060 530 4 530 2120 1060 2.7 795 3180 1590 2 1060 4240 2120

 

これらの仕様に基づいた、推奨するＬ-ＡＣＯＵＳＴＩＣＳのＬＡアンプの仕様とＭＬＳスイッチのセッティングは下

の表８をご覧ください。太字はお勧めするパワーアンプを使用した際に得られる、良いパワーマッチを示して

います。 

表 8： ＭＴＤ１１５ｂ（パッシブモード）に推奨するパワーアンプとＭＬＳスイッチセッティング 

負荷 パワー LA15a LA 17a LA 24a LA 48a

（Ω） （Ｗ）

2 2120 使用不可 1200 1700 2000

(0 dB) (0 dB) (-4 dB)

2.7 1590 使用不可 1080 1635 1665

(0 dB) (0 dB) (-4 dB)

4 1060 600 840 1300 1000

(0 dB) (0 dB) (-2 dB) (-4 dB)

8 530 370 430 700 520

(0 dB) (0 dB) (-2 dB) (-4 dB)

推奨する

パワーアンプ

アンプ出力パワー

（ＭＬＳ　セッティング）

 
表９はＭＴＤ１１５ｂをパワリングするために最適なＬＡパワーアンプのＭＬＳスイッチセッティングです。ＬＡ２４ａ

とＬＡ４８ａのリアパネルにあるＭＬＳスイッチの場所は図６をご覧ください。 

表 9： ＭＴＤ１１５ｂ（パッシブモード）をパワリング時に推奨するＭＬＳスイッチセッティング 

MTD115b (PASSIVE) MLS  SETTING

LA15a LA17a LA24a LA48a

0 dB 0 dB -2 dB -4 dB  
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2.4  ＭＴＤ１１５Ｂ（アクティブモード）のパワリング 

ＭＴＤ１１５ｂ（アクティブモード）の継続（ＲＭＳ）とピークパワーハンドリングの値は次のとおりです。 

低域セクション：  ４６Ｖｒｍｓ 長時間（クレストファクター６ｄＢのピンクノイズ） 

２６５Ｗ（継続）、 ８Ωで１,０６０Ｗ（ピーク） 

高域セクション：  ３５Ｖｒｍｓ 長時間（クレストファクター６ｄＢのピンクノイズ） 

１５０Ｗ（継続）、 ８Ωで６００Ｗ（ピーク） 

 
ＭＴＤ１１５ｂ（アクティブモード）を一台、もしくは複数台パワリングする際に推奨するパワーアンプの値は、表

１０をご覧ください。 

表 10： ＭＴＤ１１５ｂ（アクティブモード）の負荷とパワーレート 

MTD115b (ACTIVE MODE) ENCLOSURE RATINGS
MTD115b （アクティブ）1台MTD115b （アクティブ）２台MTD115b （アクティブ）３台MTD115b （アクティブ）４台

SECT 負荷 RMSピーク推奨値 負荷 RMSピーク推奨値 負荷 RMSピーク推奨値 負荷 RMSピーク推奨値

LOW 8 265 1060 530 4 530 2120 1060 2.7 795 3180 1590 2 1060 4240 2120

HIGH 8 150 600 600 4 300 1200 1200 2.7 440 1760 1760 2 600 2400 2400

 

 

これらの仕様に基づいた、推奨するＬ-ＡＣＯＵＳＴＩＣＳのＬＡアンプの仕様とＭＬＳスイッチのセッティングは下

の表１１と１２をご覧ください。 

表 11： ＭＴＤ１１５ｂ（低域）に推奨するパワーアンプとＭＬＳスイッチセッティング 

負荷 パワー LA15a LA 17a LA 24a LA 48a

（Ω） （Ｗ）

2 2120 使用不可 1200 1700 2400

(0 dB) (0 dB) (-2 dB)

2.7 1590 使用不可 1080 1635 1665

(0 dB) (0 dB) (-4 dB)

4 1060 600 840 1300 1000

(0 dB) (0 dB) (-2 dB) (-4 dB)

8 530 370 430 700 520

(0 dB) (0 dB) (-2 dB) (-4 dB)

MTD115b 低域
推奨するパワー

アンプ出力パワー

（ＭＬＳ　セッティング）
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表 12： ＭＴＤ１１５ｂ（高域）に推奨するパワーアンプとＭＬＳスイッチセッティング 

負荷 推奨値 LA15a LA 17a LA 24a LA 48a

（Ω） パワー

2 2400 使用不可 1200 1700 2400

(0 dB) (0 dB) (-2 dB)

2.7 1760 使用不可 1080 1635 1665

(0 dB) (0 dB) (-4 dB)

4 1200 600 840 1300 1000

(0 dB) (0 dB) (-2 dB) (-4 dB)

8 600 370 430 700 520

(0 dB) (0 dB) (-2 dB) (-4 dB)

MTD115b 高域
推奨するパワー

アンプ出力パワー

（ＭＬＳ　セッティング）

 
 

 

表１３は、アクティブモードのＭＴＤ１１５ｂをパワリングするために最適なＭＬＳスイッチの値です。 

表 13： ＭＴＤ１１５ｂ（アクティブモード）に推奨するＭＬＳスイッチセッティング 

MTD115b (ACTIVE) MLS  SETTING

LA15a LA17a LA24a LA48a

MTD115b LO SECTION 0 dB 0 dB -2 dB -4 dB

MTD115b HI SECTION 0 dB 0 dB -2 dB -4 dB
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  L-ACOUSTICS LA 15a POWER MATRIX   L-ACOUSTICS LA 17a POWER MATRIX

MLS SWITCH SETTING MLS SWITCH SETTING
LOAD CONFIGURATION -3 dB 0 dB LOAD CONFIGURATION -3 dB 0 dB

16 ohms Quad (4 channel) 95 200 16 ohms Stereo (2 channel) 110 215

8 ohms Quad (4 channel) 200 370 8 ohms Stereo (2 channel) 220 430

4 ohms Quad (4 channel) 380 600 4 ohms Stereo (2 channel) 430 840

2.7 ohms Quad (4 channel) 460 2.7 ohms Stereo (2 channel) 720 1080

2 ohms Quad (4 channel) 500 2 ohms Stereo (2 channel) 870 1200

  L-ACOUSTICS LA 24a POWER MATRIX  L-ACOUSTICS LA 48a POWER MATRIX

MLS SWITCH SETTING MLS SWITCH SETTING
LOAD CONFIGURATION -5 dB -4 dB -2 dB 0 dB LOAD CONFIGURATION -5 dB -4 dB -2 dB 0 dB

16 ohms Stereo (2 channel) 160 200 340 520 16 ohms Stereo (2 channel) 220 260 410 650

8 ohms Stereo (2 channel) 300 400 700 1100 8 ohms Stereo (2 channel) 430 520 820 1300

4 ohms Stereo (2 channel) 600 750 1300 1500 4 ohms Stereo (2 channel) 830 1000 1600 2300

2.7 ohms Stereo (2 channel) 1000 1180 1465 1635 2.7 ohms Stereo (2 channel) 1380 1665 2130 2700

2 ohms Stereo (2 channel) 1200 1400 1550 1700 2 ohms Stereo (2 channel) 1660 2000 2400 2900

 

表 14： ＬＡアンプの出力パワーレートとＭＬＳスイッチセッティング 
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2.5  コネクターとケーブル 

ＭＴＤ１０８ａ、ＭＴＤ１１２ｂ、ＭＴＤ１１５ｂにはデュアルのＮＬ４スピコンコネクターが装備されています。２つ

のスピコンコネクターは内部でパラレル接続され、接続を通したループやＭＴＤエンクロージャーを複数使用し

てパラレルにすることを可能にします。ＭＴＤ１０８ａとＭＴＤ１１２ｂのパッシブ・エンクロージャーには、スピコン

は通常のオペレーション用に１＋/ １－でワイヤリングされています（＋極性）。ＭＴＤ１１５ｂ（アクティブモード）

のスピコンのワイヤリングは次のようになっています。 

１＋  ＝ ＬＦ＋ 

１－   ＝ ＬＦ－ 

２＋  ＝ ＨＦ＋ 

２－   ＝ ＨＦ－ 

高いダンピングファクターを維持するには（システムの音質や、ダメージを与え易いコーンの張替えのし過

ぎを防ぐことは重要）、できるだけ短いスピーカーケーブルにし、ユニットの長さにつき低い抵抗を生むゲージ

のものを使用することが望ましいでしょう。下の表は、最小のワイヤー断面積と長さを表しています。 

表 15： ２０以上のダンピングファクターを保つために推奨する最大の長さ 

Cross Section Gauge 8 ohms  4 ohms  

Metric (mm2) Imperial Metric Imperial Metric Imperial 
2.5 13 30 m 100 ft 15 m 45 ft 

4 11 50 m 150 ft 25 m 75 ft 

6 8 75 m 225 ft 37 m 110 ft 

10 6 120 m 360 ft 60 m 180 ft 
 

標準として、Ｌ－ＡＣＯＵＳＴＩＣＳのスピーカーケーブルＦ－ＣＡＢＬＥ（ＳＰ７、ＳＰ２５）とＦ－ＬＩＮＫ ＣＡＢＬＥ（Ｓ
Ｐ.７）は４芯、コンダクター断面積４ｍｍ２（１１ゲージ）です。ＳＰ２５は、ダンピングファクターを２０以上に保ち
ながら、４Ω負荷で２５メートルまで走らせることができます（ＭＴＤ１０８ａ×２、ＭＴＤ１１２ｂ、もしくはＭＴＤ１１５

ｂをパラレルで）。 

3.   ＭＴＤのプロセッシング 

3.1  ＭＴＤ１０８ＬＬＣＡについて 

ラインレベルコントローラーＭＴＤ１０８ＬＬＣａはアナログのシグナルプロセッサーで、ＭＴＤ１０８ａのパフォー

マンスを最高のものとします。このステレオのコントローラーは、それぞれの入力チャンネルで２入力、２出力

となっています。ＭＴＤ１０８ＬＬＣａの主な機能は以下のとおりです。 

・ バンドパスフィルターとＥＱ （３モード、選択可能） 
・ コンポーネントを熱から保護し、コーンのずれを制限 （電圧と周波数に従属）するセンスリターンプロセッ

シング 
・ サブウーファーまたはセンターフィル・ドライブのモノインプット・サメーション 
・ サブウーファードライブ用のクロスオーバーフィルターとＥＱ 

３種類のＥＱ/バンドパスフィルターにより、用途に合うようＭＴＤ１０８ａの周波数特性を調整します。ＭＯＮＩ
ＴＯＲモードは８０Ｈｚにハイパスフィルターがセットされてあり、スピーチ用やフロアモニターに合うＥＱ等高線

を描くために、１オクターブにつき１２ｄＢのスロープを備えています。ＦＲＯＮＴモードは５０Ｈｚのハイパスフィル

ターがセットされており、低域のシェルビングＥＱがより一層音楽用のフルバンド幅に適するよう等高線を描き

ます。Ｘ－ＯＶＥＲモードには、サブウーファーとの使用を前提に１２５Ｈｚのハイパスフィルターがセットされて

います。 
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２番目のフロントパネルスイッチがＳＵＢモードにセットされているとき、１２５Ｈｚにセットされたローパスフィ

ルター、サブウーファーＳＢ１１５を最適にするＥＱとともにコントローラーのリア部にあるモノアウトプットからは

２つの入力信号を合わせたものが出力されます（ＭＴＤ１１８又はＳＢ２１８のＥＱは内部のジャンパーで選択可

能です）。一方、合わさったモノシグナルアウトプットを中央のフルレンジフィルスピーカーを駆動しているパワ

ーアンプに回すこともできます（ＳＵＭモード）。 

ＭＴＤ１０８ＬＬＣａはセンスリターンプロセッシングのための２つのアンプチャンネルと直列につながれていま

す。すなわち、アンプの出力はＭＴＤ１０８ＬＬＣａの「センスリターン」インプットへ接続されているのです。コンポ

ーネントを熱から守るためと、電圧と周波数がコーンのずれに依存するのを制限するために、保護回路はス

ピーカーに回る信号をモニターします。 

3.2  ＬＬＣ１１２Ｂ－ＳＴについて 

ステレオラインレベルコントローラーのＬＬＣ１１２ｂ－ｓｔは、アナログのシグナルプロセッサーで、ＭＴＤ１１２

ｂのパフォーマンスを最適化します。コントローラーは入力信号を２つ扱え、それぞれの入力チャンネルにプロ

セスした出力を２つ供給し、サブウーファーにはフィルターをかけサミングした出力を供給します。ＬＬＣ１１２ｂ

－ｓｔの主な機能は以下のとおりです。 

・ バンドパスフィルターとＥＱ（３モード、選択可能） 
・ サブウーファードライブのモノインプット・サメーション 
・ サブウーファードライブのクロスオーバーフィルターとＥＱ（３モデル、スイッチ切替可能） 
・ スピーカーコンポーネントを熱から保護するためと、コーンのずれを抑えるためのセンスリターンプロセッ

シング（電圧と周波数に依存） 

３種類のＥＱ/バンドパスフィルターは、それぞれの用途に合うようＭＴＤ１１２ｂの周波数特性を調整します
（フロントパネルのスイッチで選択）。ＭＯＮＩＴＯＲモードでは、５０Ｈｚにハイパスフィルターがセットされてあり、

フロアモニターに合うＥＱ等高線を描くために控えめの低周波数シェルフがかかります。ＦＲＯＮＴモードでは、

５０Ｈｚのハイパスフィルターがセットされており、増強された低域シェルビングがＦＯＨに非常に適したＥＱコン

ターを描きます。Ｘ－ＯＶＥＲモードでは、ＭＴＤ１１２ｂがサブウーファーとともに使用される事を前提に、１００Ｈ

ｚのハイパスフィルターがセットされています。 

サブウーファーをドライブする時には、２番目のフロントパネルスイッチがＳＢ１１５、ＳＢ１１８やＳＢ２１８を最

適にするバンドパスフィルターとＥＱを選べるようになっています。プロセスされたサブウーファーの出力信号

はコントローラーのフロント又はリアパネルにあるＸＬＲコネクターから出力されます。 

注： ｄＶ－ＳＵＢをプロセスするためにＬＬＣ１１２ｂ－ｓｔを使う時は、ＳＢ１１８のセッティングを使用し

てください（バンドパスフィルターやＥＱは互換性があります）。 

接続に関しては、ＬＬＣ１１２ｂ－ｓｔのフロントパネルにあるラインインプットのＸＬＲコネクターにＣｈＡ、Ｂの２

つの入力信号が適用されます。リアパネルのＣｈＡ、ＢのＸＬＲラインアウトプットはアンプの出力と共にアンプ

の入力に接続されており、それから「センスリターン」の入力チャンネル（スピコン）につながります（ＣｈＡ＝１

+/１－、ＣｈＢ＝２+/２－）。アンプはループしてつながっているため、ＬＬＣのセンスリターン保護回路はスピ
ーカーへ供給される信号をモニターし、パワーアンプが３２ｄＢのゲインを持つよう、スピーカーコンポーネント

と電圧と周波数がコーンのずれに従属するのを抑えるためにサーマルプロテクションを働かせます。ＬＬＣ１１

２ｂ－ｓｔのフロントパネルは、４ピンのスピコン２つによって接続されたスピーカーのＣｈＡ、Ｂと共にパッチパネ

ルとして用いられます。 

3.3  ＬＬＣ１１５Ｂ－ＳＴ／ＬＬＣ１１５Ｂ－２Ｗについて 

ラインレベルコントローラーのＬＬＣ１１５ｂ－ｓｔとＬＬＣ１１５ｂ－２ｗはアナログのシグナルプロセッサーで、Ｍ

ＴＤ１１５ｂのパフォーマンスを最適化します。ＭＴＤ１１５ｂがパッシブモードのときにはＬＬＣ１１５ｂ－ｓｔ、アクテ

ィブモードのときにはＬＬＣ１１５ｂ－２ｗをそれぞれ使います。パッシブのＭＴＤ１１５ｂをステレオでオペレートす

るとき、ＬＬＣ１１５ｂ－ｓｔは信号を２つ入力でき、それぞれの入力チャンネルにプロセスされた２出力を供給し、

フィルターがかかりサミングされた出力をサブウーファードライブへ供給します。ＬＬＣ１１５ｂ－２ｗはＭＴＤ１１５

ｂをアクティブでオペレートする際に信号を１つ入力でき、サブウーファーの低・高域チャンネルにプロセスした

出力を供給します。ＬＬＣ１１５ｂ－ｓｔとＬＬＣ１１５ｂ－２ｗの主な機能は以下のとおりです。 

・ バンドパスフィルターとＥＱ（３モード、選択可能） 
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・ 低・高域チャンネル用クロスオーバーフィルター（ＬＬＣ１１５ｂ－２ｗのみ） 
・ サブウーファー用モノ・サメーション（ＬＬＣ１１５ｂ－ｓｔのみ） 
・ サブウーファー用クロスオーバーフィルターとＥＱ（３モデル、スイッチ切替可能） 
・ スピーカーコンポーネントを熱から保護するためと、コーンのずれを抑えるためのセンスリターンプロセッ

シング（電圧と周波数に依存） 

３種類のＥＱ/バンドパスフィルターは、それぞれの用途に合うようＭＴＤ１１５ｂの周波数特性を調整します
（フロントパネルのスイッチで選択）。ＭＯＮＩＴＯＲモードでは、４５Ｈｚにハイパスフィルターがセットされてあり、

フロアモニターに合うＥＱ等高線を描くために控えめの低周波数シェルフがかかります。ＦＲＯＮＴモードでは、

４５Ｈｚのハイパスフィルターがセットされており、増強された低域シェルビングがＦＯＨに非常に適したＥＱコン

ターを描きます。Ｘ－ＯＶＥＲモードでは、ＭＴＤ１１５ｂをサブウーファーとともに使用する事を前提に、１００Ｈｚ

のハイパスフィルターがセットされています。 

サブウーファーを駆動する時には、２番目のフロントパネルスイッチがＳＢ１１５、ＳＢ１１８やＳＢ２１８を最適

にするバンドパスフィルターとＥＱを選べるようになっています。プロセスされたサブウーファーの出力信号は

コントローラーのフロント又はリアパネルにあるＸＬＲコネクターから出力されます。 

注： ｄＶ－ＳＵＢをプロセスするためにＬＬＣ１１５ｂ－ｓｔやＬＬＣ１１５ｂ－２ｗを使う時には、ＳＢ１１８

のセッティングを使用してください（バンドパスフィルターやＥＱは互換性があります）。 

ＬＬＣ１１５ｂ－ｓｔでは、２つの入力信号（ＣｈＡ、Ｂ）がフロントパネルにあるラインインプットのＸＬＲコネクター

に供給されます。リアパネルのＣｈＡ、ＢのＸＬＲラインアウトプットはアンプの出力と共にアンプの入力に接続

されており、それから「センスリターン」の入力チャンネル（スピコン）につながります（ＣｈＡ＝１+/１－、ＣｈＢ＝

２+/２－）。アンプはループしてつながっているため、ＬＬＣのセンスリターン保護回路はスピーカーへ供給され

る信号をモニターでき、パワーアンプが３２ｄＢのゲインを持つように、スピーカーコンポーネントと電圧と周波

数がコーンのずれに従属するのを抑えるためにサーマルプロテクションを働かせます。ＬＬＣ１１５ｂ－ｓｔのフロ

ントパネルは、４ピンのスピコン２つによって接続されたスピーカーのＣｈＡ、Ｂと共にパッチパネルとして用いら

れます。 

ＬＬＣ１１５ｂ－２ｗでは、フロントパネルのラインインプットＸＬＲにインプットシグナルが１つ供給されます。リ

アパネルにあるＬＦ、ＨＦのＸＬＲ出力は、アンプの出力とともにアンプの入力チャンネルに接続されており、そ

れから「センスリターン」入力（スピコン）へつながります（ＬＦ＝１+/１－、ＨＦ＝２+/２－）。ＬＬＣ１１５ｂ－ｓｔに関

して言えば、保護回路がスピーカーへ回る信号をモニターし、パワーアンプが３２ｄＢのゲインを持つよう、スピ

ーカーコンポーネントと電圧と周波数がコーンのずれに従属するのを抑えるためにサーマルプロテクションを

働かせます。ＬＬＣ１１５ｂ－２ｗのフロントパネルは、４ピンのスピコンによって接続されたスピーカーのＣｈＡ、

Ｂと共にパッチパネルとして用いられます。 

4.  ＭＴＤの構成 

以降のセクションに、様々なＭＴＤシステムのブロックダイアグラムを載せました。フロアモニター、モノ・サブ

ウーファー付きステレオＦＯＨシステム、ステレオ・サブウーファー付きステレオＦＯＨシステムの例です。ＭＴＤ

１０８ａの例はセクション４．１～４．３を、ＭＴＤ１１２ｂの例はセクション４．４～４．６を、ＭＴＤ１１５ｂ（パッシブ）

の例はセクション４．７～４．９を、ＭＴＤ１１５ｂ（アクティブ）の例はセクション４．１０～４．１２をご覧ください。 
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4.1 ＭＴＤ１０８Ａのフロアモニター・システム 

 

 
 

図 7a： ＭＴＤ１０８ａフロアモニター・システムのブロック図 

 

 

 

図７ｂ： ＭＴＤ１０８ａフロアモニター・システムの配線 
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4.2 ＭＴＤ１０８ＡのＦＯＨシステム（モノ・サブウーファー） 

 

図 8a： ＭＴＤ１０８ａＦＯＨシステムのブロック図（モノ・サブ） 

 

 
 
 
 

  
 
 

 
 

図８ｂ： ＭＴＤ１０８ａＦＯＨシステムの配線（モノ・サブ） 
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4.3 ＭＴＤ１０８ＡのＦＯＨシステム（ステレオ・サブウーファー） 

 

 
図 9a： ＭＴＤ１０８ａＦＯＨシステムのブロック図（ステレオ・サブ）  

＜注：ＬＬＣのＣｈＡからＢへのリンクはサブウーファーの駆動の為に+６ｄＢ増える。＞ 

 

 
 
 
 

 

図９ｂ： ＭＴＤ１０８ａＦＯＨシステムの配線（ステレオ・サブ） 
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4.4 ＭＴＤ１１２Ｂのフロアモニター・システム 

 

 

図 10a： ＭＴＤ１１２ｂフロアモニター・システムのブロック図 

 

 
 

 
 

図１０ｂ： ＭＴＤ１１２ｂフロアモニター・システムの配線 
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4.5 ＭＴＤ１１２ＢのＦＯＨシステム（モノ・サブウーファー） 

 

図 11a： ＭＴＤ１１２ｂＦＯＨシステムのブロック図（モノ・サブ） 

 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

図 11ｂ： ＭＴＤ１１２ｂＦＯＨシステムの配線（モノ・サブ） 
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4.6 ＭＴＤ１１２ＢのＦＯＨシステム（ステレオ・サブウーファー） 

 

図 12a： ＭＴＤ１１２ｂＦＯＨシステムのブロック図（ステレオ・サブ）  

＜注：ＬＬＣのＣｈＡからＢへのリンクはサブウーファー駆動の為に+６ｄＢ増える。＞ 

 

 
 
 

 
 

 

図１２ｂ： ＭＴＤ１１２ｂＦＯＨシステムの配線（ステレオ・サブ） 
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4.7 ＭＴＤ１１５Ｂ（パッシブ）のフロアモニター・システム 

 

 

図 13a： ＭＴＤ１１５ｂ（パッシブ）のフロアモニター・システムのブロック図 

 

 
 

図１３ｂ： ＭＴＤ１１５ｂ（パッシブ）のフロアモニター・システムの配線 
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4.8 ＭＴＤ１１５Ｂ（パッシブ）のＦＯＨシステム（モノ・サブウーファー） 

 

図 14a： ＭＴＤ１１５ｂ（パッシブ）のＦＯＨシステム（モノ・サブ）のブロック図 

 

 
 

 

 

図１４ｂ： ＭＴＤ１１５ｂ（パッシブ）のＦＯＨシステム（モノ・サブ）の配線 
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4.9 ＭＴＤ１１５Ｂ（パッシブ）のＦＯＨシステム（ステレオ・サブウーファー） 

 

図 15a： ＭＴＤ１１５ｂ（パッシブ）のＦＯＨシステム（ステレオ・サブ）のブロック図  

＜注：ＬＬＣのＣｈＡからＢへのリンクはサブウーファー駆動のため+６ｄＢ増える。＞ 

 

 

 
 
 
 
 

図１５ｂ： ＭＴＤ１１５ｂ（パッシブ）のＦＯＨシステム（ステレオ・サブ）の配線 
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4.10 MＴＤ１１５Ｂ（アクティブ）のフロアモニター・システム 

 

図 16a： ＭＴＤ１１５ｂ（アクティブ）のフロアモニター・システムのブロック図 

 

  
 
 
 

 
 
 

 

図１６ｂ： ＭＴＤ１１５ｂ（アクティブ）のフロアモニター・システムの配線 

 



39 

 

4.11 MＴＤ１１５Ｂ（アクティブ）のＦＯＨシステム（ステレオ・ＳＢ１１８） 

 

   図 17a： ＭＴＤ１１５ｂ（アクティブ）のＦＯＨシステム（ステレオ・ＳＢ１１８）のブロック図 

 

 

 

図１７ｂ： ＭＴＤ１１５ｂ（アクティブ）のＦＯＨシステム（ステレオ・ＳＢ１１８）の配線 
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4.12 MＴＤ１１５Ｂ（アクティブ）のＦＯＨシステム（ステレオ・ＳＢ２１８） 

 

図 18a： ＭＴＤ１１５ｂ（アクティブ）のＦＯＨシステム（ステレオ・ＳＢ２１８）のブロック図 

 

 

 

 
 

図１８ｂ： ＭＴＤ１１５ｂ（アクティブ）のＦＯＨシステム（ステレオ・ＳＢ２１８）の配線 
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5.  サウンドデザイン 

5.1   アプリケーション 

サウンドシステムをデザインすること自体が専門的で、すべてのサウンドシステムデザインを完璧に説明し

ようとすると、このマニュアルには収まりきれません。もし必要であれば、プロのサウンドエンジニアにご相談く

ださい。不完全なセットアップでは、最高の物が最悪の結果を招く恐れがあります。最高の結果を得る為には

正しいサウンドデザインの法則に従い、適切なＬＬＣコントローラーとパワーアンプを用いたシステムでプロセ

スし、きちんとＭＴＤエンクロージャーとサブウーファーを統一させることが重要です。 

ＭＴＤ１０８ａ、ＭＴＤ１１２ｂ、ＭＴＤ１１５ｂは分配型ＳＲや、中規模のＦＯＨ用に作られています。ＦＯＨとして

使用できる場所は劇場、クラブ、多目的ホール、企業イベントなどで、分配型としては大規模な設備のディレ

ーリング、映画館などでのサラウンドチャンネル、競技場での分配、展示会場でのスピーチ用ディレーなどとし

て用いることができます。分配型として使用する際、ＭＴＤシリーズは１台での使用に対して最適化してありま

すが、ＭＴＤはＳＰＬ値やカバレッジを拡張するために縦方向にも横方向にもエンクロージャーを２台並べるこ

とができます。 

コンパクトなＶ字型の外形、そして線対称の指向性であるために、フロアモニターとして非常に高いパフォー

マンスを誇ります。ＳＢ１１５やＳＢ１１８、ＳＢ２１８のサブウーファーと併せて使用する際、ＭＴＤはサイドフィル

やドラムモニターに最適です。 

 

5.2  ＭＴＤエンクロージャーの角度の付け方 

指向特性が調節されているため、ＭＴＤエンクロージャーは観客エリアを幾何学的にカバーするように照準

を当てていなければならず、これは主軸（０°）が観客エリアのほぼ中央に向いていることを意味します。波面

は軸対称に広がるため、サウンドソースが周波数によって徐々に増加する指向性を持つようになり、これが典

型的なホールの音響環境とカバレッジ、周波数特性、そしてＳＰＬがマッチするよう手助けします。通常、会場

内では１kＨｚ以上の残響時間は緩やかに減少していきます。会場の後ろの方では、低域エネルギーは残響フ

ィールドがあるためにほとんど一定です。なので、最も遠くにいる観客に向けて最大の高域エネルギーを飛ば

すよう、ラウドスピーカーの焦点を合わせねばなりません。こうして音が直接届くエリア内では、距離によって

ＳＰＬが減少するバランスをとります。軸からはずれたスピーカーに近い位置では、高域が減少して似たような

音のバランスを生み、距離によるＳＰＬ全体の減少は少なくなります。 

ＭＴＤエンクロージャーはコントロールされた指向性減少特性を備えていますが、最前列の観客をスピーカ

ーシステムに近づけすぎないことが肝要です（近いところで度を越した音圧レベルを発生しないようにするた

め）。このとき、最も近い観客と最も遠い観客までの距離の差が１：４を越えないようにするのが理想的です。

これを実現するには、システムをフライングすると良いでしょう。しかし、ＭＴＤエンクロージャーが吊られていて、

観客席がステージに近づいてしまったら、時には分配したフロントフィル（ＭＴＤ１０８ａなど）を用いるか、一列

目のオーディエンスのためにカバレッジとイメージ定位を向上させるために左右に床積みしたＭＴＤステレオイ

ンフィルシステムをセットする必要性が生まれます。 

 

 

   
図 19： 一般的な焦点の合せ方  
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5.3  アレーの仕方 

図２０はＭＴＤ１台から放射されるオクターブごとのバンド周波数のＳＰＬ写像です（ＣＡＴＴ－Ａｃｏｕｓｔｉｃソフト

ウェア使用）。カバレッジが平均していること、そして同軸技術を用いているので一ヶ所から音が出ていること

が見て取れます。 

注： 図２０～２４をカラーでご覧になりたい方は、Ｌ－ＡＣＯＵＳＴＩＣＳのウェブサイト（www.l-

acoustics.com）からＰＤＦフォーマットのＭＴＤマニュアルをダウンロードしてください。 

 

 
125 Hz 

 
250 Hz 

 
500 Hz 

 
1 kHz 

 
2 kHz 

 
4 kHz 

図 20： ＭＴＤ１台のＳＰＬマッピング（オクターブ周波数ごと） 

 

 

 

 

図２１は、０．５ｍ離した２台のＭＴＤエンクロージャーのオクターブごとのＳＰＬマッピングです。５００Ｈｚ以上

の均等でないカバレッジはリスナー位置によって変わる到達距離の差から生じる、コムフィルタリングの干渉

によるものです。 

 
125 Hz 

 
250 Hz 

 
500 Hz 
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1 kHz 

 
2 kHz 

 
4 kHz 

図 21： ０．５ｍ間隔のＭＴＤ２台によるオクターブごとのＳＰＬマッピング 

（アレーしたシステムは図２３にある「ＷＯＲＫＳ」の場合に相当します。） 

 

 

 

図２２は、３ｍ離した２台のＭＴＤによるＳＰＬマッピングです。周波数が低い部分では干渉が生じていますが、

部屋の残響によって隠されます。図１０にある、近接してアレーしたシステムと比べると、高域では明瞭度が増

しています。分配システムのデザインを成功させるキーはまず、可聴範囲にある干渉を減らすことです。 

  

 
125 Hz 

 
250 Hz 

 
500 Hz 

 
1 kHz 

 
2 kHz 

 
4 kHz 

図 22： ３ｍ離したＭＴＤ２台のオクターブごとのＳＰＬマッピング 

（分配型システムは図２３の「ＢＥＳＴ」に相当します。） 
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AVOID WORKS

BEST  

図 23： ＭＴＤエンクロージャーをアレーする際の一般的な例。 

（「ＡＶＯＩＤ」は図２４に、「ＷＯＲＫＳ」は図２１に、「ＢＥＳＴ」は図２２のＳＰＬマッピングに相当） 

 
 

 
125 Hz 

 
250 Hz 

 
500 Hz 

 
1 kHz 

 
2 kHz 

 
4 kHz 

図 24： ０．５ｍ離した４台のＭＴＤのオクターブごとのＳＰＬマッピング（図２３の「ＡＶＯＩＤ」に相当） 
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5.4  カバレッジの予測 

業界ではスタンダードのルーム音響モデリングソフトウェア、ＥＡＳＥやＣＡＴＴ－Ａｃｏｕｓｔｉｃを用いて、ＭＴＤシ

リーズのカバレッジをモデリングできる極性データファイルがあります（代表的なＳＰＬマッピングの例は図２０

～２２をご覧ください）。 

これらのモデリングソフトに関する情報は、各社のウェブサイトをご覧ください。 

ＥＡＳＥ ・・・ www.ada-acousticdesign.com 

ＣＡＴＴ ・・・ www.catt.se 

ＭＴＤ１０８ａ、ＭＴＤ１１２ｂ、ＭＴＤ１１５ｂの極性データ（ＥＡＳＥ、ＣＡＴＴフォーマット）はwww.l-acoustics.comか

らダウンロードできます。 

5.5  分配型ＳＲ 

図２２で見られるように、ＭＴＤの分配型ＳＲは耳に入る干渉を減らすことにより、均等なＳＰＬカバレッジと周

波数特性を生むことができます。分配型の設備では、エンクロージャー間の最適なスペースはリスナーまでの

距離と各エンクロージャーのカバレッジアングルによって決まります（ＭＴＤ１０８ａの－６ｄＢポイントは１００°、

ＭＴＤ１１２ｂとＭＴＤ１１５ｂでは８５°です）。 

5.5.1  オーバーヘッドの分配型システム 

同軸スピーカーを用いたオーバーヘッドの分配型システムについては、Davis and Davis によって書かれた

「Sound System Engineering 第二版」（Focal Press、１９９７年発行）に載っています。この参考書では、オー

バーヘッドの交差パターンの分配密度と center-to-center のオーバーラップが、最も均一なカバレッジを生

むことを証明しています（２５０～５ｋＨｚ間で+/－２ｄＢのＳＰＬ偏差が可能な場合）。また center-to-center オ

ーバーラップ、最小のオーバーラップ、オーバーラップ無しなどの様々な場面を想定した、分配型ラウドスピー

カーの組み方に合った公式も紹介されています。 

5.5.2  ディレ－システム 

観客エリアを広範囲にカバーできるため、ＭＴＤシリーズはディレ－システム用として非常に適しています。

ここで、ディレ－システムを設置するときに従うべき原則があります。 

１） １５ミリ秒までのオーバーディレ－はＨａａｓ効果があるために使用可能ですが、それ以上となるとデ

ィレーのかかった音がメイン信号のエコーとして聞き取れてしまうため、使えません。ディレーの時間調

整は参考音源とディレー音源の軸上にある計測地点で行なうべきです。万一２つの音源が同時に軸上

に届くようなディレータイムの設定であれば、軸から外れた場所では参考の音源がディレー音源よりも

わずかに早いことになり、Ｈａａｓ効果が働いて正しく定位してくれます。スピーチなどの用途では、軸か

ら外れたところとディレーシステムの後ろの明瞭度を上げるためにディレーを少なめにかけると良いで

しょう。 

２） 一ヶ所にまとめる代わりに音源を異なるディレーシグナルとします。これによりディレーのかかった

音源が広範囲をカバーし、さらに等しいＳＰＬを生みます。 

３） 分配したディレースピーカーを、ステージを中心にした半円の弧上に置く。 

４） ディレースピーカーに最適な間隔は、一列目の観客までの距離と、エンクロージャーのカバレッジ角

度によって決まります（ＭＴＤ１０８ａは１００°、ＭＴＤ１１２ｂとＭＴＤ１１５ｂは８５°）。カバレッジアングル

－６ｄＢに基づいた center-to-center オーバーラップは、もっとも均一なカバレッジを生みます（セクショ

ン４．５．１もご覧ください）。 

タイムドメインの計測機器（例： ＭＬＳＳＡ、ＷＩＮＭＬＳ、ＴＥＦ、ＳＭＡＡＲＴ、ＰＥＣＴＲＡＦＯＯ）はディレータイム

をセットするのに非常に有効です。代わりに、Bushnell Yardage Pro の距離計双眼鏡はディレースピーカーか

らメインシステムまでの距離を簡単に測ることができるので、便利でしょう。 
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5.5.3  フィル 

Ｖ－ＤＯＳＣ、ｄＶ－ＤＯＳＣ、ＡＲＣＳをメインのＦＯＨシステムとして使用した大規模なＳＲの場合、ＭＴＤエン

クロージャーを分配型のフロントフィル（床積み）、フライングしたセンタークラスター・ダウンフィル、ステレオの

インフィル、ステージ裏のフィル、又は分配型ディレーとして用いることができます。ＭＴＤシリーズをフィル用と

して大いに活用してください。 

どの場合にも、良い効果を得るためにはメインのステレオＦＯＨシステムに合わせてフィルシステムをきちん

と調整することが欠かせません。同様に、ステージ上で生成されたエネルギーと全体のＳＲシステム（ＦＯＨ＋

フィルシステム）にプリディレーをかけて時間調整することも、特に前１０列にいる観客のために考慮せねばな

らないことです。ＷＩＮＭＬＳ、ＳＭＡＡＲＴ、ＳＰＥＣＴＲＡＦＯＯはコストパフォーマンスが高く、お勧めできる時間

調整用計測ツールです。 

フライングしたセンタークラスター 

ＭＴＤシリーズのコンパクトさ、一点からの放射、広いカバレッジによって、ＭＴＤエンクロージャーはセンター

クラスター用に非常に適しています。ステージ間口が広く、左右にあるメインのＦＯＨシステムが２０ｍ以上離

れている場合には、大抵センタークラスターが必要になります。カバレッジの問題のほかに、特に劇場の設備

ではイメージの定位も大切で、そして時間調整に注意し、レベルのバランスをとることも観客からステージ上

のパフォーマーのために主要な定位を著しく向上させることができます。トリムの高さとＭＴＤセンタークラスタ

ー・フィルシステムの角度は最前列にいる観客までの距離、そしてもちろんプロセニアムの高さによって決まり

ます。 

分配型フロントフィル  

フライングしたセンタークラスターの代わり（もしくは補助用）に、ＨＦセクションがオーディエンスをカバーす

るのに最適な高さを持つサブウーファーのセントラル・ラインアレーの頂上（又は適切な高さのものの上）に、

ＭＴＤエンクロージャーを積むこともできます。大抵は観客から見て影にならないよう、全体の高さを１～２ｍに

するのをお勧めしますが、これは観客が座っているのか立っているのかにもよります。高さの問題のほかに、

視線（照準線）とステージ間口下の空間もまた、分配型フロントフィルには重要なポイントとなります。スペース

が貴重なときにはＭＴＤ１０８ａがこの上ないソルーションとなるでしょう。 

オーバーヘッドの分配型、又はディレーシステムの場合、ＭＴＤエンクロージャー同士の最適な間隔は、そ

のカバレッジアングルと（ＭＴＤ１０８ａは１００°、ＭＴＤ１１２ｂとＭＴＤ１１５ｂは８５°）、最前列のオーディエン

スまでの距離によって決まります。center-to-center のオーバーラップは最も均一なカバレッジを生み、個々

のフロントフィルエンクロージャーに対するディレーのかけ方はイメージの定位を向上させる手助けとなります。 

ステレオインフィル 

ＭＴＤシリーズを床積みしてステレオインフィルシステムとして使用すると、ステージ上でも左右に積んだサ

ブウーファーの上に載せても、フロントフィルとして効果的に働きます。フィルシステムとサブウーファーの音を

一体化させるために、ＭＴＤシリーズをできるだけサブウーファーに近づけて設置すると良いでしょう。さらに、

サブウーファーの近くにいる観客のために、低周波数の近接効果を削減できることになります（サブウーファ

ーのエネルギーと高域を相殺することにもなり得ます）。小規模のセットには、ステージ上のサイドフィル・モニ

タリングシステムの近くにステレオのフロントフィルＭＴＤを置く事も可能です。 

分配型のフロントフィル用としては影となる部分を減らす為に、ＨＦセクションの高さは観客席に合わせて調

節するべきです。特に前列にいる観客に対しては注意を払い、積み上げた高さを１～２ｍにしましょう。もし可

能であれば、距離による減衰を利点としてとらえ、ＭＴＤスピーカーをできるだけステージ奥に動かしてみてく

ださい。そうすれば場内後方にいるオーディエンスと相対的に、客席前列のＳＰＬ増加を抑えることができます。 

ステージ裏のフィル 

左右に設置したメインＦＯＨアレーの水平方向のカバレッジが観客エリア全体をカバーするのに十分でない

とき、ＭＴＤスピーカーをステージ裏用のフィルとして用いることが出来ます。このとき通常は、到達距離は短く、

縦のカバー角度は大きく必要とされるため、ＭＴＤが効果的なソルーションとなります。 

フィル用として使用する際のご注意 

ＭＴＤシリーズ用のＬＬＣコントローラーのＥＱやプロセッシングは、全Ｌ-ＡＣＯＵＳＴＩＣＳモデルと音的に互換

を持つよう特別に開発されています。オーディエンスがフィルシステムの近くにいる場合（例： フロントフィル

／ステレオインフィル構成）、ＬＬＣを近接したフィルアプリケーション用のＭＯＮＩＴＯＲやＸ－ＯＶＥＲモードにセ
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ットすることができます。近接したフィルには、ＦＲＯＮＴモードを使って余分な低域シェルビングＥＱを得る必要

はないでしょう。 

最高の結果を得る為には、メインのＦＯＨアレーとフィルシステムの時間調整が肝要です。測定用マイクをフ

ィルとメインのカバレッジが重なる場所にセットします。ＷＩＮＭＬＳ、ＳＭＡＡＲＴ、ＳＰＥＣＴＲＡＦＯＯはコストパフ

ォーマンスが高い測定機器なので、ご使用をお勧めします。 

5.6  ＦＯＨ（フロント・オブ・ハウス）アプリケーション 

ＭＴＤスピーカーをＦＯＨとしてサブウーファー無しのスタンドアロンで使用する場合、ＬＬＣプロセッシングが

３種類あります。 

１） ＦＲＯＮＴモード： 音楽用に最適な周波数特性を描くために、約３ｄＢの低周波数シェルビングＥＱを備えて

います。 

２） ＭＯＮＩＴＯＲモード： 低周波数シェルビングＥＱを削減しています。 

３） Ｘ－ＯＶＥＲモード： １００Ｈｚのハイパスフィルターを持ち、低周波数シェルビングＥＱは備えていません。 

スピーチやクラシック音楽用、またはＭＴＤスピーカーを近接したフィルとしてご使用の際には、ＭＯＮＩＴＯＲ、

Ｘ－ＯＶＥＲモードをお使いください。 

ＭＴＤ１１２ｂやＭＴＤ１１５ｂをＳＢ１１５、ＳＢ１１８、ＳＢ２１８と組んだ３ウェイオペレーションには、ＬＬＣプロセ

ッサーをＸ－ＯＶＥＲモードにセットし、フロントパネルにあるスイッチで適切なサブウーファーモデルを選択して

ください。 

注： ＬＬＣ１１５ｂ－ｓｔやＬＬＣ１１５ｂ－２ｗでｄＶ-ＳＵＢをプロセッシングしている時には、ＳＢ１１８の

セッティングを使用してください（バンドパスフィルターとＥＱは互換があります）。 

ＭＴＤ１０８ＬＬＣａアナログコントローラーでは、ユニット内のサーキットボード上にあるジャンパーを変えて、

サブウーファーモデルを選択します。他のサブウーファーとＭＴＤ１０８ＬＬＣａを使用したい場合には、 

１． メインのケーブルを抜く。 

２． コントローラーのカバーをとる（トップパネルにはフィリップの８番ネジ、フロントパネルには９番

のネジを用いる）。 

３． ＳＢ１１５、ＳＢ１１８、ＳＢ２１８とＳＢＸ（サーキットボードの前、右側）のテキストを捜す。 

４． 使用するサブウーファーに合った場所にジャンパーをセットする。 

 

ＦＯＨ用として使用する際には、ＭＴＤの角度に関するセクション５．２～５．４をご参照ください。ＭＴＤとサブ

ウーファーを使用する際には、セクション５．８をご覧ください。 

5.7  ステージモニター 

ＬＬＣアナログコントローラーによって最適なシグナルプロセッシングと保護がなされ、そのコンパクトさ、Ｖ字

型の外形、軸対称の指向性によってＭＴＤスピーカーは性能の高い「plug and play（プラグインしたらすぐに使

える）」のステージモニターとなります。 

フロアモニター 

ＭＴＤシリーズに搭載された同軸コンポーネント構成がイメージとカバレッジの安定性を確実なものとします。

ホーンとウーファーが一体になっており、フィードバックも発生させずに豊富で均一なカバレッジパターンを実

現するので、エンクロージャーの近くに立つと指向性が軸対称であることの利点を更にはっきりと感じられま

す。 

ＬＬＣアナログコントローラーのＭＯＮＩＴＯＲセッティングはフロアモニター専用です。ハーフスペースロードの

効果を補うために、このＭＯＮＩＴＯＲセッティングは低域のシェルビングＥＱを備えています。Ｘ－ＯＶＥＲセッテ

ィングは１００Ｈｚのハイパスフィルターを持ち、スピーチ用としても用いることができます。 

フロアモニター用としてＭＴＤをペアで使用するときには、同じ原理がオーバーヘッド／分配型フロントフィル

システムに適用されます。フロアモニターの最適な間隔はエンクロージャーのカバー角度（ＭＴＤ１０８ａは１０

０°、ＭＴＤ１１２ｂとＭＴＤ１１５ｂは８５°）とパフォーマーまでの距離（フロアモニターの角度とアーティストの身
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長によって決まる）によります。center-to-center のオーバーラップは最も均一なカバレッジを生み、ご参考ま

でに最短のモニター距離等を表１６にまとめました。 

パフォーマーまでの距離と分離のほかに、ＭＴＤシリーズをペアでフロアモニターとして使用するとき、パフ

ォーマーに向ける角度をどうするかということが最後の課題となります。高いＳＰＬをパフォーマーに与えた方

が「ロックンロール」な感じがしますが、角度をつけずにフロントフェイスをお互いに平行にして使用することを

お勧めします。元来、角度をつけると最適な center-to-center オーバーラップを生まず、オーバーラップし過

ぎてしまうことになります。この過大なオーバーラップのために、ハイエンド（大体６ＫＨｚ以上）で８ｄＢのキャン

セレーションによるロスが発生しますので、出力ゲインかＥＱでの調節が必要になります。最終的には、アーテ

ィストの好み、モニターミックスしている音によりますが、最適でフラットなカバレッジを手に入れたいのであれ

ば、表１６の推薦値に従って角度をつけないように設置してください。 
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表 16： パフォーマーまでのフロアモニター最短距離、分離とパフォーマーの身長 

MTD108a (short-throw: 22.5 angle wrt vertical, 100 deg coverage)
PERFORMER HEIGHT Performer < ->  Monitor Monitor < ->  Monitor

(cm)        (ft / in) (cm)       (ft / in) (cm)       (ft / in)
160 5 ft 3 in 66 2 ft 2 in 79 2 ft 7 in
165 5 ft 5 in 68 2 ft 3 in 81 2 ft 8 in
170 5 ft 7 in 70 2 ft 4 in 84 2 ft 9 in
175 5 ft 9 in 72 2 ft 5 in 86 2 ft 10 in
180 5 ft 11 in 75 2 ft 5 in 89 2 ft 11 in
185 6 ft 1 in 77 2 ft 6 in 91 2 ft 12 in
190 6 ft 3 in 79 2 ft 7 in 94 3 ft 1 in

MTD108a (long-throw: 45 angle wrt vertical, 100 deg coverage)
PERFORMER HEIGHT Performer < ->  Monitor Monitor < ->  Monitor

(cm)        (ft / in) (cm)       (ft / in) (cm)       (ft / in)
160 5 ft 3 in 160 5 ft 3 in 191 6 ft 3 in
165 5 ft 5 in 165 5 ft 5 in 197 6 ft 5 in
170 5 ft 7 in 170 5 ft 7 in 203 6 ft 8 in
175 5 ft 9 in 175 5 ft 9 in 209 6 ft 10 in
180 5 ft 11 in 180 5 ft 11 in 215 7 ft 0 in
185 6 ft 1 in 185 6 ft 1 in 220 7 ft 3 in
190 6 ft 3 in 190 6 ft 3 in 226 7 ft 5 in

MTD112b (45 angle wrt vertical, 85 deg coverage)
PERFORMER HEIGHT Performer < ->  Monitor Monitor < ->  Monitor

(cm)        (ft / in) (cm)       (ft / in) (cm)       (ft / in)
160 5 ft 3 in 160 5 ft 3 in 147 4 ft 10 in
165 5 ft 5 in 165 5 ft 5 in 151 4 ft 12 in
170 5 ft 7 in 170 5 ft 7 in 156 5 ft 1 in
175 5 ft 9 in 175 5 ft 9 in 160 5 ft 3 in
180 5 ft 11 in 180 5 ft 11 in 165 5 ft 5 in
185 6 ft 1 in 185 6 ft 1 in 170 5 ft 7 in
190 6 ft 3 in 190 6 ft 3 in 174 5 ft 9 in

MTD115b (41 angle wrt vertical, 85 deg coverage)
PERFORMER HEIGHT Performer < ->  Monitor Monitor < ->  Monitor

(cm)        (ft / in) (cm)       (ft / in) (cm)       (ft / in)
160 5 ft 3 in 139 4 ft 7 in 127 4 ft 2 in
165 5 ft 5 in 143 4 ft 8 in 131 4 ft 4 in
170 5 ft 7 in 148 4 ft 10 in 135 4 ft 5 in
175 5 ft 9 in 152 4 ft 12 in 139 4 ft 7 in
180 5 ft 11 in 156 5 ft 2 in 143 4 ft 8 in
185 6 ft 1 in 161 5 ft 3 in 147 4 ft 10 in
190 6 ft 3 in 165 5 ft 5 in 151 4 ft 12 in

 

 



50 

サイドフィル、ドラムフィルモニター 
ＳＢ１１５、ＳＢ１１８、ＳＢ２１８と併せてＭＴＤシリーズを組むと、サイドフィルやドラムフィルにふさわしいソリ

ューションになります。これらのフィル用には１台、もしくは２台エンクロージャーを積む構成が一般的ですが、

モニターエンジニアやアーティストが低域をあまり必要としなければ、サブウーファーなしで使用することもでき

ます。 

サイドフィル用にＳＢ１１８やＳＢ２１８を縦向きにした上にＭＴＤを置くと、ちょうどアーティストの耳の高さに

近くなるでしょう。通常ドラムフィルとして使用する際には、高さを低くするために横向きにしてサブウーファー

を設置します。 

ＭＴＤ１１２ｂとＭＴＤ１１５ｂをサブウーファーのＳＢシリーズと３ウェイでオペレートするときは、ＬＬＣプロセッ

サーをＸ－ＯＶＥＲモードにし、フロントパネルのスイッチで適切なサブウーファーモデルを選びます。ＭＴＤ１０

８ＬＬＣａアナログコントローラーでは、ユニット内のサーキットボードでジャンパーを変えてサブウーファーモデ

ルを選択します（詳細はセクション５．６をご覧ください）。 

5.8  ＭＴＤとサブウーファー 

ＳＲのバンド幅を拡張させるには、ＭＴＤシリーズをＳＢシリーズやｄＶ－ＳＵＢと一緒に使用してください。簡単

な参考として、Ｌ－ＡＣＯＵＳＴＩＣＳサブウーファーの仕様を表１７と図２５に表しました。 

表 17： Ｌ－ＡＣＯＵＳＴＩＣＳサブウーファーの仕様 

L-ACOUSTICS Freq Resp Usable LF Sensitivity RMS POWER POWER MAX SPL MAX SPL REC'D  LOAD
SUB MODEL (+/- 3 dB) (-10 dB) (1W / 1m) Voltage (cont) (peak) (cont)  (peak) AMP (ohms)

SB115 45 - 100 Hz 40 Hz 94 45 250 W 1000 W 120 dB 126 dB 500 W 8
SB118 35 - 100 Hz 32 Hz 97 70 600 W 2400 W 125 dB 131 dB 1200 W 8
SB218 28 - 140 Hz 25 Hz 100.5 68 1100 W 4400 W 130 dB 136 dB 2200 W 4
dV-SUB 40 - 200 Hz 35 Hz 104.5 57 1200 W 4800 W 133 dB 139 dB 2400 W 2.7
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図 25： Ｌ－ＡＣＯＵＳＴＩＣＳサブウーファーの継続無負担ＳＰＬの比 
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サブウーファーがＭＴＤシリーズと１：１で使われている際に、全ＬＬＣアナログコントローラーのサブウーファ

ー出力が約６ｄＢの低域等高線を描くように調整されています。サブウーファーモデルの感度の差を埋め合わ

せるために相対的なサブ出力チャンネルのレベルが調節されていますので、お使いのサブウーファーの型に

関係なく同じく６ｄＢの低域等高線を得られます。 

注： ＭＴＤ１０８ＬＬＣａ、ＬＬＣ１１２ｂ－ｓｔ、ＬＬＣ１１５ｂ－ｓｔコントローラーでは、Ａ、Ｂ両チャンネルが

使われている時にのみ６ｄＢの低域コンターを得ることができます（サブウーファー出力は両インプ

ットチャンネルのモノの合計から導き出すことができます）。上記のＬＬＣモデルでは、サブウーファ

ーがステレオでオペレートされていたらＬＬＣコントローラーは２台必要で、サブウーファーのドライブ

レベルを上げるためにチャンネルＡのインプットをチャンネルＢのインプットにリンクさせることをお勧

めします。図９、１２、１５の例をご覧ください。 

注： ＬＬＣコントローラーはサブウーファー用にはセンスリターン保護を持っていないので、パワー

アンプの仕様が表１７にある推奨値と合っていることが重要になります。保護を強化するために、Ｍ

ＬＳスイッチの負荷（又はアウトボードのコンプレッション/リミッティング）をマッチさせてください。 

 

5.8.1  ＭＴＤとサブウーファーの組み合わせ 

ＭＴＤとサブウーファーを物理的に近づけてカップルしたグランドスタック・システムか、フライングしたＭＴＤ

とグランドスタックしたサブウーファーの２つのケースが考えられます。サブウーファーを効果として用いて、メ

インのＭＴＤシステムと同じ信号を送らない場合がある（卓のＡＵＸセンドから別な信号を送る）一方で、ＭＴＤ

スピーカーと同じ信号を送り、サブウーファーを低域拡張のために用いる場合もあります。 

注： ＡＵＸセンドを通してサブウーファーを別個で駆動する為には、ＬＬＣコントローラーが必要にな

ります。 

一般的に、 

Ｘ－ＯＶＥＲモード： 全ＬＬＣコントローラーのＸ－ＯＶＥＲモードはオクターブごとに１００Ｈｚ、２４ｄＢの

Linkwitz-Riley（ＬＲ２４）ローパスフィルターをサブウーファー用に、補完的な１００Ｈｚ、ＬＲ２４ハイパスフィルタ

ーをＭＴＤ１１２ｂとＭＴＤ１１５ｂの低域用に備えています。補完的な１００Ｈｚのクロスオーバーフィルターリング

がサブウーファーとＭＴＤ１１２ｂとＭＴＤ１１５Ｂの低域コンポーネント用にパワーバンド幅を最適化します。ＭＴ

Ｄ１０８ａには、補完的なハイパス・ローパスフィルターが１２５Ｈｚにセットされています。床積みしたＭＴＤとサ

ブウーファーのエンクロージャーを物理的に近づけてカップルした時はいつでも、Ｘ－ＯＶＥＲモードの使用を

お勧めします。 

ＦＲＯＮＴ/ＭＯＮＩＴＯＲモード： 全ＬＬＣコントローラーはサブウーファー用に１００Ｈｚ、ＬＲ２４のローパスフィル

ターを備えていますが、ＭＴＤスピーカー用にＬＲ２４のハイパスフィルターをも備えています（ＭＴＤ１１２ｂには

５０ＨｚのＨＰＦ、ＭＴＤ１１５ｂには４５ＨｚのＨＰＦ）。サブウーファーとＭＴＤのオペレートバンド幅が重なることか

ら、オーバーラップしているクロスオーバーフィルターのフェーズシフトのためにサブウーファーの極性を逆に

しなければならないかもしれません。サブウーファーの極性はどのように駆動し（ＡＵＸセンドを通すか、メイン

と同じ信号を送るか）、フライングしたＭＴＤと床積みしたサブウーファーの構成にいつＦＲＯＮＴ、もしくはＭＯＮ

ＩＴＯＲセッティングを使うかによって決まります。サブウーファーの極性は時間調整やチューニングと併せて行

ないましょう。 

 

5.8.2  グランドスタックしたシステム 

ＭＴＤをフライングし、サブウーファーは床積みしたシステムのように到達距離に差が生じないため、グラン

ドスタックしたＭＴＤとサブウーファーの時間調整は簡単です。大抵はサブウーファーとＭＴＤ低域コンポーネン

トのパワーバンド幅を最適化するために、ＬＬＣコントローラーをＸ－ＯＶＥＲモードで使います。 
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5.8.3  フライングしたＭＴＤとグランドスタックしたサブウーファー 

ＭＴＤとサブウーファーを離して設置した場合には、２つのシステムの到達距離が幾何学的に違うために、

サブウーファーを時間調整する必要があります。これを表したものが図２６です。測定マイクからサブウーファ

ーまでの距離をｄＳＵＢとし、ＭＴＤシステムまでの距離をｄＦＬＯＷＮ＝ｄＳＵＢ＋到達距離（path difference）とします。

ディレーをかけるときには参考位置で行ないましょう。 

注： 幾何学的到達距離の差は位置によって変化するため、時間調整のための位置を選ぶときに

はいつでも参考位置になります。 

注： サブウーファーの時間調整には、別個にデジタルディレーユニットが必要となります。 

ＭＴＤを吊ってサブウーファーを床積みした構成では、ＬＬＣコントローラーをＸ－ＯＶＥＲモードでご使用くだ

さい（３ウェイモード、又はサブウーファー用に別個でＡＵＸドライブする）。サブウーファーをプラス極性で使え

るので、設置とチューニングを簡単にすることができます。 

しかし、フライングしたＭＴＤシステムに更に低域エネルギーを求めるのであれば、ＦＲＯＮＴ又はＭＯＮＩＴＯ

Ｒモードを使います。サブウーファーの極性はどのようにプロセスするか（ＭＴＤと同じ信号を送るか、ＡＵＸセ

ンドを通して駆動するか）によって決まります。時間調整に加えて、サブウーファーの極性も最善の結果を得

る為の要因となります。 
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図 26： サブウーファーの時間調整方法 
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6. 設置手順 

6.1 ＥＴＲ８の取り付け方  

 

（1） ＭＴＤ１０８ａとＥＴＲ８ 

 

 

（2） アームのロッキングピンをはずす 

 

（3） ＵブラケットのスタッドをＭＴＤ１０８ａのポールマウントソ
ケットと合わせる 

 

（4） 奥に入っているセットスクリューを取る 

 

（5） アームを所定の位置まで回し、角度を決める 

 

（6） アームのロッキングピンを固定する 
 

 

（7） 天井やトラスに横方向でマウントするための取り付けポイ

ントが３ヶ所ある 

 

 

（8） ＭＴＤ１０８ａを縦方向で設置するときは常に固定さ

れたアームを下にして設置する 

図 27： Ｕブラケット ＥＴＲ８の取り付け手順 
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6.2 ＥＴＲ１／ＥＴＲ２の取り付け方 

 

 

（１） ＭＴＤ１１２ｂとＥＴＲ１ 

 

（２） アダプタープレートを取り付けるため、ＥＴＲ１にあるネジをは

ずす（５ｍｍのアレン・キー） 

 

 

（３） ＥＴＲ１のアダプタープレートを取り付ける 

 

（４） 反対側も同様に行なう 

 

 

（５） マウントされたアダプタープレート（エンクロージ

ャーの角度は重心が中央にくるように調整する） 

 

（６） 反対側も同様に行なう 

 

 

 

（７） ノブとロックワッシャーを取る 

 

（８） エンクロージャーの両側にＥＴＲ１を取り付ける 

 

 

図 28： Ｕブラケット ＥＴＲ１／ＥＴＲ２の取り付け手順 
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6.3 オムニマウントの取り付け 

 

 

（１） オムニマウント取り付け用のネジをはずす（５ｍｍ

のアレン・キー） 

 

（２） オムニマウントプレートをエンクロージャーに取り付け

る 

 

 

（３） オムニマウントアダプターは滑らかに角度調整で

き、横方向にも縦方向にもエンクロージャーを設置

可能 

（４） 角度を調節する 

図 29： オムニマウントの取り付け手順 

 

6.4 安全にご使用いただくために 

ＥＴＲ８を使ってＭＴＤ１０８ａを縦方向でマウントするときは常に、固定された方のアームを下に、動く方のア

ームを上にして設置してください。 

ＥＴＲ１／ＥＴＲ２は、ＭＴＤ１１２ｂ／ＭＴＤ１１５ｂを横方向で設置するときにのみ使用します。 

Ｌ－ＡＣＯＵＳＴＩＣＳは安全スチールを常にご使用いただくことをお勧めします。シングルスタッドのアンカー

プレートとシングルスタッドの金具ＰＩＯＮ１を用いて、ＭＴＤ１１２ｂとＭＴＤ１１５ｂを安全に取り付けることができ

ます。 
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7. ＭＴＤシステムオペレーション 

配線と構成の詳細については第４章をご覧ください。システム（ＬＬＣコントローラー、アンプ、スピーカー）の

配線を終えたら、プログラムシグナルライン（ミキサー卓からのＬ/Ｒ出力など）をＬＬＣコントローラーの見合っ

た入力チャンネルに接続します。ＬＬＣコントローラーは３２ｄＢゲインのパワーアンプとの使用を前提に調整さ

れていることをお覚えおきください（４０×電圧ゲインまたは１Ｖ入力＝４０Ｖ出力）。 

ＬＬＣの電源を入れ、ＭＴＤスピーカー＋ＳＢスピーカーに合った２ウェイ（ＦＲＯＮＴ/ＭＯＮＩＴＯＲ）もしくは３ウ

ェイ（Ｘ－ＯＶＥＲ）のモードを選択します。 

システムをチェックするために以下のテストを行なってください。 

１） アンプの電源を入れる前に、全チャンネルのレベルを下げる。 

２） ＬＬＣコントローラーにピンクノイズを送る。 

３） アンプの各ＨＩＧＨチャンネルのレベルを上げる（ＭＴＤ１１５ｂ…アクティブモード）、もしく

はパッシブモードのＭＴＤアンプチャンネルのレベルを上げて、正しいスピーカーコンポー

ネントから正しい周波数帯が出ているかチェックする。全部のアンプチャンネルをテストし

終えるまで、ＨＩＧＨ又はＭＴＤ（パッシブ）アンプチャンネルを個別にテストしていく。 

４） 上記の２～３番を繰り返し、ＬＯＷチャンネル（ＭＴＤ１１５ｂ…アクティブモード）とアンプチ

ャンネルＳＵＢをチェックする。 

５） ピンクノイズを切る。 

６） 極性テスト機器を用いて、ＳＵＢ、ＬＯＷ、ＨＩＧＨの全コンポーネントがプラスの極性で動

作していることを確認する。 

７） アンプの全出力レベルを０ｄＢゲインにセットしたら、オペレート可能。 

 

注： 電源をオン/オフしたときにコンポーネントがダメージを受けるのを避けるため、「アンプの電源

を入れるのは最後、切るのは最初」をお守りください。 

7.1 メンテナンス方法 

ａ） 高域のコンプレッションドライバー・ダイヤフラムの交換 

ＭＴＤエンクロージャーのフロントグリルをはずし、８″、１２″、１５″の同軸アッセンブリー全体を抜き取り

ます。 

フロントグリルを取るには、アコースティックフォームの端を持ち上げ、ネジをはずします。グリルに接着剤で

付いていないフォームの端にネジがあります（アコースティックフォームを完全に取りはずす必要はありませ

ん）。 

同軸アッセンブリーを抜き取ったら、ダイヤフラムを取るためにリアにマウントされたコンプレッションドライバ

ー・アッセンブリーの背面カバーのネジをとります。 

ダメージを受けたダイヤフラムを取り出したら、ダイヤフラムを交換する前にボイスコイルの隙間に金属の

破片やほこりなどが無いか確認し、必要であれば両面テープやアセトンで掃除してください。 

ダイヤフラムを交換したら、低周波数のサイン波（例：１００Ｈｚ～１ＫＨｚ、４Ｖ）を低レベルで流し、コンプレッ

ションドライバーの背面カバーを戻す前に、ダイヤフラムがきちんと隙間の真ん中にあることを確認してくださ

い。そしてダイヤフラムも背面カバーも、ネジをきちんと締めたかご確認ください（ｌｏｃｔｉｔｅをお勧めします）。 

高域コンプレッションドライバーのオペレートバンド幅全体に、高レベルのサイン波を流して最終確認します

（例：１ＫＨｚ～１８ＫＨｚ、１３Ｖ）。エンクロージャー内のＭＴＤ同軸アッセンブリー全体を取り付け、システムの極

性チェックを行ないます。 

アフターサービスとして保証の範囲内かどうかを調べていますので、ダメージを受けたダイヤフラムをお近く

のディストリビューター、または直接Ｌ-ＡＣＯＵＳＴＩＣＳまでご返却ください。 
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ｂ） 低域ユニットの交換 

ＭＴＤシリーズに使われている８″、１２″、１５″の同軸アッセンブリー・コンポーネントは、フィールドサー

ビスができません。そしてその修理の為には、同軸アッセンブリー全体を取り外して交換せねばなりません。 

フロントグリルを取るには、アコースティックフォームの端を持ち上げてネジをはずします。グリルに接着剤

で付いていないフォームの端にネジがあります。スピーカーグリルを取る為に、アコースティックフォームを完

全に取り外す必要はありません。 

保証チェックとリコーンのため、ダメージを受けたスピーカーをお近くのディストリビューター、もしくはＬ-ＡＣ

ＯＵＳＴＩＣＳへご返却ください。 

ｃ） 極性チェック 

ダイヤフラムやスピーカーコンポーネントを交換した時にはいつでも、極性チェック機器で配線の極性が正

しいことをご確認ください。低域も高域もプラス極性で動作していなければなりません。 

ｄ） 定期的なチェック  

磨耗やショックなどのダメージによってエンクロージャーの周波数特性が片寄っていないか、定期的に確認

することをお勧めします。頻繁に使われていないシステムであれば年に一度、確かめてみてください。ツアー

などで毎日のように使われているシステムならば、毎月チェックしてください。 

周波数特性チェックは高解像度のＲＴＡ（リアルタイムアナライザー）を使うか、ＷＩＮＭＬＳ、ＳＭＡＡＲＴ、ＳＰ

ＥＣＴＲＡＦＯＯ、ＴＥＦ、ＭＬＳＳＡなどの測定システムの使用をお勧めします。お使いのＭＴＤスピーカーが規格

内かどうか見るには、オンアクシス（軸上）の振幅/周波数特性を参考にしてください。加えて、定期点検の一

部としてサイン波ジェネレーターを用いたレスポンススイープで、コイルの摩擦、バズノイズ、空気漏れ、その

他の望ましくない振動などもチェックしてください。 

低域ユニットと高域ユニットの両方が機械的にきちんと取り付けられているか、定期的に確認したほうが良

いでしょう。長時間激しく駆動させ、振動を加えた後にはネジがゆるくなりがちです。同時に、高域ダイヤフラ

ムとコンプレッションドライバーの背面カバーがしっかりと付いているかも確認するとよいでしょう。スピコンコネ

クターの接合点とロック具合も定期的に確かめることをお勧めします。 

7.2 スペアパーツ 

ＭＴＤ１０８ａ 

ＨＰ ＢＣ１２ … １″ドライバー、８Ω           ＨＳ ＢＣ１２ … １″ドライバー用ダイヤフラム 

ＨＳ ＰＨ８２ … ８″リコーンキット                      ＨＲ ＰＨ８２ … ８″リコーンキット（作業費込み） 

ＣＭ ＭＴＤ１０８ａ … フロントフォーム          ＭＣ ＭＴＤ１０８ａＧＲＬ … フロントグリル 

 
ＭＴＤ１１２ｂ 

ＨＰ ＢＥ１２１ … １２″同軸スピーカー、８Ω       ＨＳ ＢＥ２１ … １．４″ドライバー用ダイヤフラム 

ＨＳ ＢＥ１２１ … １２″リコーンキット         ＨＲ ＢＥ１２１ … １２″リコーンキット（作業費込み） 

ＣＭ ＭＴＤ１１２ｂ … フロントフォーム        ＭＣ ＭＴＤ１１２ｂＧＲＬ … フロントグリル 

 
ＭＴＤ１１５ｂ 

ＨＰ ＢＥ１５１ … １５″同軸スピーカー、８Ω    ＨＳ ＢＥ２１ … １．４″ドライバー用ダイヤフラム 

ＨＳ ＢＥ１５１ … １５″リコーンキット                  ＨＲ ＢＥ１５１ … １５″リコーンキット（作業費込み） 

ＣＭ ＭＴＤ１１５ｂ … フロントフォーム                 ＭＣ ＭＴＤ１１５ｂＧＲＬ … フロントグリル 

ＣＤ ＣＯＬＮＥＯ … ５００ｍｌ ネオプレン接着剤（スプレー） ※グリルフォーム取り付け用 
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8. 仕様 
8.1 ＭＴＤ１０８Ａの仕様 

周波数特性 
周波数特性 ： ８５～２０ＫＨｚ（±３ｄＢ、ＬＬＣ ＦＲＯＮＴモード） 

使用可能帯域幅 ： ６５～２０ＫＨｚ（－１０ｄＢ） 

感度 
（２．８３Ｖｒｍｓ ＠ １ｍ）     ９４ｄＢ ＳＰＬ（８５～２０ＫＨｚ） 

入力                              推奨アンプ出力★   公称インピーダンス 
（継続）                                           ５００Ｗ              ８Ω 

４５Ｖｒｍｓ ２５０Ｗｒｍｓ      １０００Ｗピーク 

★ＬＬＣ１１２ｂ－ｓｔのセンスリターン保護を適切に機能させるために、アンプのゲインは３２ｄＢでなければなり

ません。 

公称指向特性 （－６ｄＢ） 
軸対称         １００°（±１５°） 

システム出力          ＳＰＬ 
１台                                １１６ｄＢ（継続）   １２２ｄＢ（ピーク）    ＦＲＯＮＴモード 

                   １１７ｄＢ（継続）   １２３ｄＢ（ピーク）    ＭＯＮＩＴＯＲ/Ｘ－ＯＶＥＲモード 

システム出力（アンウエイト SPL）は１ｍの基準点において、プリセットＥＱとバンドレベルの調整を行なった

上で、フリーフィールドにて測定されています。 

ＬＬＣのＦＲＯＮＴモードはフリーフィールドで３ｄＢの低域等高線を描きます。 

Ｘ－ＯＶＥＲモードは１２５Ｈｚのハイパスフィルターを備えています。 

コンポーネント 
低域   :   ８″の防滴処理済みスピーカー×１ （２″ボイスコイル） 

高域   :   １″のイグジット・ネオジム・コンプレッションドライバー×１ （チタン製ダイヤフラム、同軸アッセ

ンブリー 

エンクロージャー 
高さ ：                        ４２１ｍｍ （１６．６インチ） 

幅 ：             ２５０ｍｍ （９．８インチ） 

奥行き ：                    ２４２ｍｍ （９．５インチ） 

トラップ角度 ：             垂直方向に対して２２．５°／４５° 

重量 ：                       １０．５ｋｇ （２３．１パウンド） 

梱包時重量 ：       １１．５ｋｇ  （２５．３パウンド） 

梱包時寸法 ：       ４９０×３３０×３１０ｍｍ （１９．３×１３．０×１２．２インチ） 

コネクター ：        ノイトリック ４ピン スピコン 

材質 ：           １５ｍｍ、１８ｍｍのバルト海産カバの合板  

                  （シール、ネジ留め、さねはぎ留め） 

塗装 ：           Ｍａｒｏｏｎ－ｇｒａｙ™ （マロングレイ） 

グリル ：          音響透過性フォーム、網目のついた黒いエポキシ樹脂スチール 

リギング ：         フライングしたハードウェアとポールマウントソケット、オムニマウント取り付け可 
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図 30： ＭＴＤ１０８ａの図面 
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図 31： ＭＴＤ１０８ａ＋ＥＴＲ８の図面 
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8.2 MTD１０８ＬＬＣＡの仕様 

技術面 

インプット ：                                    電子バランス １０ＫΩ（２番ホット） 

アウトプット ：                  電子バランス   ５０Ω（２番ホット） 

インプットヘッドルーム ：           ＋２０ｄＢＶ 

公称ゲイン＠２００Ｈｚ ：        ０ｄＢ （ユニティーゲイン） 

Ｓ/Ｎ比 ：                    ＞８４ｄＢ  

ダイナミックレンジ ：              ＞１０４ｄＢ 

ＴＨＤ ：                                          ＜０．０１％ （２０～２０ＫＨｚ＠０ｄＢＶ） 

バンドパス/ＥＱフィルター ３モード ： ＭＯＮＩＴＯＲ＝８０Ｈｚ （ＢＷ１２ＨＰ） 

                            ＦＲＯＮＴ＝５０Ｈｚ （ＬＲ２４ ＨＰ＋ＥＱ） 

                            Ｘ－ＯＶＥＲ＝１２５Ｈｚ （ＨＰ） 

ローパス： ２０ＫＨｚ 

ＳＢ１１５： ４０～１２５Ｈｚ （ＬＲ２４ＨＰ/ＬＰ＋ＥＱ） 

スピーカー保護 ：                            ＲＭＳリミッター ＆ ピークリミッター 

 

フロント＆リアパネル 

インジケーター ：                             信号・・・緑のＬＥＤ（各セクション） 

                                          コントロール・・・黄色のＬＥＤ（各セクション） 

コントロール＜フロントパネル＞ ：      ＡＣパワースイッチ、モードの選択、ＳＵＢ/ＳＵＭの選択 

コントロール＜リアパネル＞ ：           ＳＵＢ極性の選択 （ＭＯＮＯアウトプット極性） 

フロントパネルコネクター ：                ＸＬＲインプット（チャンネル１、２）、 パラレルループスルー 

                                  ラウドスピーカー用ノイトリック４ピンスピコン×２ 

リアパネルコネクター ：                     センスリターン用ノイトリック４ピンスピコン 

ＭＯＮＯ、ＸＬＲラインアウトプット（チャンネル１、２） 

電源 ：                                           １００Ｖ～２４０Ｖ、５０/６０Ｈｚ 

消費電力 ：                                      １５Ｗ 

 
外観 

仕上げ ：                                          黒のアルマイト・フロントパネル、白のセリグラフィー 

外寸 ：                                            ４８３×４４×３０５ｍｍ （１９×１．７５×１２．０インチ） 

重量 ：                                            ３．７５ｋｇ （８．３パウンド） 

梱包時外寸 ：                                  ５０５×８０×４１５ｍｍ （１９．９×３．１×１６．３インチ） 

梱包時重量 ：                                  ４．８ｋｇ （１０．６パウンド） 
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8.3   ＭＴＤ１１２Ｂの仕様 

周波数特性 

周波数特性 ： ７０～１４ＫＨｚ （±３ｄＢ、ＬＬＣはＦＲＯＮＴモード） 

使用可能帯域幅 ： ５５～１６ＫＨｚ （－１０ｄＢ） 

感度 

 （２．８３Ｖｒｍｓ＠１ｍ）     ９８ｄＢ ＳＰＬ （７０～１４ＫＨｚ） 
入力                              推奨アンプ出力★    公称インピーダンス 

４５Ｖｒｍｓ  ２５０Ｗｒｍｓ  １０００Ｗ（ピーク）                 ５００Ｗ                   ８Ω 

★ＬＬＣ１１２ｂ－ｓｔのセンスリターン保護を適切に機能させるために、アンプのゲインは３２ｄＢでなければなり

ません。 

指向特性 （－６ｄＢ） 

軸対称     ８５°（±２０°） 

システム出力             ＳＰＬ 

１台                                          １２０．５ｄＢ（継続） １２６．５ｄＢ（ピーク） ＦＲＯＮＴモード 

                         １２２．５ｄＢ（継続） １２８．５ｄＢ（ピーク） Ｘ－ＯＶＥＲモード 

システム出力（アンウエイト SPL）は１ｍの基準点において、プリセットＥＱとバンドレベルの調整を行なった

上で、フリーフィールドにて測定されています。 

ＬＬＣのＦＲＯＮＴモードはフリーフィールドで３ｄＢの低域等高線を描きます。 

Ｘ－ＯＶＥＲモードは１２５Ｈｚのハイパスフィルターを備えています。 

コンポーネント 

低域 ：       １２″の防滴処理済みラウドスピーカー （４″のボイスコイル） ×１ 

高域 ：         １．４″のイグジット・コンプレッションドライバー （チタンダイヤフラム、３″ボイスコイル、同軸

アッセンブリー） ×１ 

エンクロージャー 

高さ ：                      ５４０ｍｍ （２１．３インチ） 

フロント幅 ：       ４１０ｍｍ （１６．１インチ） 

リア幅 ：                     １６５ｍｍ （６．５インチ） 

奥行き ：                   ３７５ｍｍ （１４．８インチ） 

トラップ角 ：               ４５°（縦方向） 

重量 ：                      ２７．５ｋｇ （６０．６パウンド） 

梱包時重量 ：             ３０．５ｋｇ （６７．２パウンド） 

梱包時外寸 ：            ６１５×４７０×４６５ｍｍ （２４．２×１８．５×１８．３インチ） 

コネクター ：              ノイトリック ４ピン スピコン ×２ 

材質 ：                     １８ｍｍ、３０ｍｍのバルト海産カバの合板  

（シール、ネジ留め、さねはぎ留め） 

塗装 ：                     Ｍａｒｏｏｎ－ｇｒａｙ™ （マロングレイ） 

グリル ：                   音響透過性フォーム、網目のついた黒いエポキシ樹脂スチール 

リギング ：                  フライング用ハードウェア、ハンドル、ポールマウントソケット、オムニマウント 
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図 32： ＭＴＤ１１２ｂの寸法 
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図 33： ＭＴＤ１１２ｂ＋ＥＴＲ１のライン図 
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8.4   ＬＬＣ１１２Ｂ－ＳＴの仕様 

技術面 

インプット ：                                    電子バランス １０ＫΩ（２番ホット） 

アウトプット ：                                   電子バランス ５０Ω（２番ホット） 

インプットヘッドルーム ：                   ＋２０ｄＢＶ 

公称ゲイン＠２００Ｈｚ ：         Ｘ－ＯＶＥＲモード時 ０ｄＢ （ユニティーゲイン） 

Ｓ/Ｎ比 ：                                       ＞８４ｄＢ 

ダイナミックレンジ ：                        ＞１０４ｄＢ 

ＴＨＤ ：                                          ＜０．０１％ （２０～２０ＫＨｚ＠０ｄＢＶ） 

バンドパス/ＥＱフィルター ３モード ： ＦＲＯＮＴ＝５０Ｈｚ ＨＰＦ＋低域シェルビングＥＱ 

                           ＭＯＮＩＴＯＲ＝５０Ｈｚ ＨＰＦ 

                            Ｘ－ＯＶＥＲ＝１００Ｈｚ ＨＰＦ 

ローパス ：                                     ２０ＫＨｚ 

サブウーファー ：                              ２５、２６、４０Ｈｚ ＬＲ２４ ＨＰＦ （ＳＢ２１８、ＳＢ１１８、ＳＢ１１５） 

１００Ｈｚ ＬＲ２４ ＬＰＦ 

スピーカー保護 ：                            ＲＭＳリミッター ＆ ピークリミッター 

フロント＆リアパネル 

インジケーター ：                             信号・・・緑のＬＥＤ（各チャンネル） 

                                          コントロール・・・黄色のＬＥＤ（各チャンネル） 

コントロール＜フロントパネル＞ ：       ＡＣパワースイッチ 

モードの選択（ＦＲＯＮＴ/ＭＯＮＩＴＯＲ/Ｘ－ＯＶＥＲ） 

ＳＵＢ（ＳＢ１１５、ｓｂ１１８、ＳＢ２１８）の選択 

コントロール＜リアパネル＞ ：           ＳＵＢ極性の選択 （プラス、マイナス） 

フロントパネルコネクター ：                 ＸＬＲインプット（チャンネルＡ、Ｂ）＆パラレルループスルー 

ＸＬＲアウトプット（ＭＯＮＯ ＳＵＢ）…リアパネルのＸＬＲとパラレル 

ラウドスピーカー出力Ｃｈ.Ａ、Ｂ用 ノイトリック４ピンスピコン×２ 

リアパネルコネクター ：                    ＸＬＲラインアウトプット（チャンネルＡ、Ｂ） 

ＸＬＲアウトプット（MONO SUB）…フロントパネルのＸＬＲとパラレル 

センスリターン用 ノイトリック４ピンスピコン×１ 

（ＣｈＡ＝１+/１-、ＣｈＢ＝２+/２-） 

電源 ：                                            １００Ｖ～２４０Ｖ、５０/６０Ｈｚ  

消費電力 ：                                     １５Ｗ 

外観 

仕上げ ：                                         黒のアルマイト・フロントパネル、白のセリグラフィー 

外寸 ：                                             ４８３×４４×３０５ｍｍ （１９×１．７５×１２．０インチ） 

重量 ：                                             ３．７５ｋｇ （８．３パウンド）  

梱包時外寸 ：                                   ５０５×８０×４１５ｍｍ （１９．９×３．１×１６．３インチ） 
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梱包時重量 ：                                   ４．８ｋｇ （１０．６パウンド） 

8.5   ＭＴＤ１１５Ｂの仕様 

周波数特性 
周波数特性 ： ６５～１４ＫＨｚ （±３ｄＢ、ＬＬＣはＦＲＯＮＴモード） 

使用可能帯域幅 ： ５０～１６ＫＨｚ （－１０ｄＢ） 

感度  
パッシブ        （２．８３Ｖｒｍｓ＠１ｍ）            ９８．５ｄＢ ＳＰＬ （６５～１４ＫＨｚ） 

アクティブ      低域（２．８３Ｖｒｍｓ＠１ｍ）           ９６ｄＢ ＳＰＬ （６５～１．２ＫＨｚ） 

           高域（２．８３Ｖｒｍｓ＠１ｍ）          １０６ｄＢ ＳＰＬ （１．２～１４ＫＨｚ） 

入力                              推奨アンプ出力★    公称インピーダンス 
パッシブ             ４６Ｖｒｍｓ  ２６５Ｗｒｍｓ  １０６０Ｗ（ピーク）   ５３０Ｗ             ８Ω 

アクティブ 低域…４６Ｖｒｍｓ  ２６５Ｗｒｍｓ  １０６０Ｗ（ピーク）   ５３０Ｗ             ８Ω 

         高域…３５Ｖｒｍｓ  １５０Ｗｒｍｓ   ６００Ｗ（ピーク）    ６００Ｗ            ８Ω 

★ＬＬＣ１１５ｂ－ｓｔ／ｌｌｃ１１５ｂ－２ｗのセンスリターン保護を適切に機能させるために、アンプのゲインは３２ｄ

Ｂでなければなりません。 

指向特性 （－６ｄＢ）   軸対称      ８５°（±２０°） 

システム出力           ＳＰＬ 
１台                     １２２ｄＢ（継続） １２８ｄＢ（ピーク） パッシブ/アクティブＦＲＯＮＴモード 

                      １２５ｄＢ（継続） １３１ｄＢ（ピーク） パッシブ/アクティブＸ－ＯＶＥＲモード 

システム出力（アンウエイト SPL）は１ｍの基準点において、プリセットＥＱとバンドレベルの調整を行なった

上で、フリーフィールドにて測定されています。 

ＬＬＣのＦＲＯＮＴモードはフリーフィールドで３ｄＢの低域等高線を描きます。 

Ｘ－ＯＶＥＲモードは１２５Ｈｚのハイパスフィルターを備えています。 

コンポーネント 
低域 ：       １５″の防滴処理済みラウドスピーカー （３″のボイスコイル） ×１ 

高域 ：       １．４″のイグジット・コンプレッションドライバー  

（チタンダイヤフラム、３″ボイスコイル、同軸アッセンブリー） ×１ 

エンクロージャー 
高さ ：                          ５８０ｍｍ （２２．８インチ） 

フロント幅 ：                  ４４０ｍｍ （１７．３インチ） 

リア幅 :                        １６７ｍｍ （６．６インチ） 

奥行き ：                       ４７５ｍｍ （１８．７インチ） 

トラップ角 ：                   ４１°（縦方向） 

重量 ：                          ３１．５ｋｇ （６９．３パウンド） 

梱包時重量 ：                ３４．５ｋｇ （７５．９パウンド） 

梱包時外寸 ：                ６５５×５００×５７０ｍｍ （２５．８×１９．７×２２．４インチ） 

コネクター ：                  ノイトリック ４ピン スピコン ×２ 

材質 ：                          １８ｍｍ、３０ｍｍのバルト海産カバの合板 （シール、ネジ留め、さねはぎ留め） 

塗装 ：                          Ｍａｒｏｏｎ－ｇｒａｙ™ （マロングレイ） 
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グリル ：                        音響透過性フォーム、網目のついた黒いエポキシ樹脂スチール 

リギング ：                     フライング用ハードウェア、ハンドル、ポールマウントソケット、オムニマウント 
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図 34： ＭＴＤ１１５ｂ寸法 

 

 

 

図 35： ＭＴＤ１１５ｂ+ＥＴＲ２ライン図 
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8.6   ＬＬＣ１１５Ｂ－ＳＴ、ＬＬＣ１１５Ｂ－２Ｗの仕様 

技術面 

インプット ：                                  電子バランス １０ＫΩ（２番ホット） 

アウトプット ：                                 電子バランス ５０Ω（２番ホット） 

インプットヘッドルーム ：                  ＋２０ｄＢＶ 

公称ゲイン＠２００Ｈｚ ：         Ｘ－ＯＶＥＲモード時 ０ｄＢ （ユニティーゲイン） 

Ｓ/Ｎ比 ：                                        ロー・ミッドセクション ＞８４ｄＢ 

                                                ハイセクション ＞９２ｄＢ 

ダイナミックレンジ ：                        ＞１０４ｄＢ 

ＴＨＤ ：                                          ＜０．０１％ （２０～２０ＫＨｚ＠０ｄＢＶ） 

バンドパス/ＥＱフィルター ３モード ： ＦＲＯＮＴ＝４５Ｈｚ ＨＰＦ＋低域シェルビングＥＱ 

                           ＭＯＮＩＴＯＲ＝４５Ｈｚ ＨＰＦ 

                            Ｘ－ＯＶＥＲ＝１００Ｈｚ ＨＰＦ 

ローパス ：                                      ２０ＫＨｚ 

サブウーファー ：                             ２５、２６、４０Ｈｚ ＬＲ２４ ＨＰＦ （ＳＢ２１８、ＳＢ１１８、ＳＢ１１５） 

１００Ｈｚ ＬＲ２４ ＬＰＦ 

スピーカー保護 ：                            ＲＭＳリミッター＆ピークリミッター（ＬＬＣ１１５－ｓｔ） 

                                         低域セクション：ＲＭＳリミッター＆ピークリミッター（ＬＬＣ１１５－２ｗ） 

                                         高域セクション：ＲＭＳリミッター（ＬＬＣ１１５－２ｗ） 

  
フロント＆リアパネル 

インジケーター ：                              信号・・・緑のＬＥＤ（各チャンネル） 

                                           コントロール・・・黄色のＬＥＤ（各チャンネル） 

コントロール＜フロントパネル＞ ：       ＡＣパワースイッチ 

モードの選択（ＦＲＯＮＴ/ＭＯＮＩＴＯＲ/Ｘ－ＯＶＥＲ） 

ＳＵＢの選択（ＳＢ１１５、ｓｂ１１８、ＳＢ２１８） 

コントロール＜リアパネル＞ ：            ＳＵＢ極性の選択 （プラス、マイナス） 

フロントパネルコネクター ：   

                   ＬＬＣ１１５ｂ－ｓｔ …    ＸＬＲインプット（チャンネルＡ、Ｂ）＆パラレルループスルー 

                                      ＸＬＲアウトプット（ＭＯＮＯ ＳＵＢ）…リアパネルのＸＬＲとパラレル 

ラウドスピーカー出力Ｃｈ.Ａ、Ｂ用 ノイトリック４ピンスピコン×２ 

ＬＬＣ１１５ｂ－２ｗ … ＸＬＲインプット×１＆パラレルループスルー 

                                    ＸＬＲアウトプット（ＭＯＮＯ ＳＵＢ）…リアパネルのＸＬＲとパラレル 

                                    ラウドスピーカー出力用 ノイトリック４ピンスピコン×２ 
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リアパネルコネクター ：  

ＬＬＣ１１５ｂ－ｓｔ …    ＸＬＲラインアウトプット（チャンネルＡ、Ｂ） 

ＸＬＲアウトプット（ＭＯＮＯ ＳＵＢ）…フロントパネルのＸＬＲとパラレル 

センスリターン用 ノイトリック４ピンスピコン×１ 

（ＣｈＡ＝１+/１-、ＣｈＢ＝２+/２-） 

                      ＬＬＣ１１５ｂ－２ｗ … 低域・高域用 ＸＬＲラインアウトプット 

ＸＬＲアウトプット（ＭＯＮＯ ＳＵＢ）…フロントパネルのＸＬＲとパラレル 

センスリターン用 ノイトリック４ピンスピコン×１ 

（ＬＦ＝１+/１-、ＨＦ＝２+/２-） 

     
電源 ：                                             １００Ｖ～２４０Ｖ、５０/６０Ｈｚ 

消費電力 ：                                       １５Ｗ 

 

外観 

仕上げ ：                                        黒のアルマイト・フロントパネル、白のセリグラフィー 

外寸 ：                                              ４８３×４４×３０５ｍｍ （１９×１．７５×１２．０インチ） 

重量 ：                                              ３．７ｋｇ （８．２パウンド） 

梱包時外寸 ：                                    ５０５×８０×４１５ｍｍ （１９．９×３．１×１６．３インチ） 

梱包時重量 ：                                    ４．８ｋｇ （１０．６パウンド） 
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